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No. 153

主な内容

（11 月１日現在 : 住民基本台帳）

（　）内は前月比

世 帯 数 ２万 5,154 （＋ ８）
人　 口 ５万 3,642 （－ 36）
男 ２万 5,225 （－ 13）
女 ２万 8,417 （－ 23）

出　 生 38
死　 亡 68
転　 入 108
転　 出 101
その他異動 １



순천

チェジュ

ソウル

プサン
日本

大韓民国

順天市

順天の旅Suncheon

　
時
代
別
に
３
つ
の
村
︑2
0
0

棟
以
上
の
セ
ッ
ト
が
建
て
ら
れ

て
お
り
︑
韓
国
最
大
規
模
を
誇

る
︒
ド
ラ
マ
に
出
て
き
た
場
所

を
確
認
し
な
が
ら
記
念
撮
影
が

で
き
︑
楽
し
く
ロ
ケ
地
巡
り
が

で
き
る
︒

　
新
鮮
な
鶏
肉
を
丸
ご
と
圧
力

鍋
で
素
揚
げ
し
て
︑
た
っ
ぷ
り

の
ニ
ン
ニ
ク
を
衣
に
つ
け
る
︒

さ
ら
に
ニ
ン
ニ
ク
が
入
っ
た
ご

ま
油
で
食
べ
る
の
が
お
ス
ス
メ
︒

鶏
肉
ブ
ー
ム
の
中
の
一
つ
に
数

え
ら
れ
る
︒

　
世
界
５
大
沿
岸
湿
地
帯
で
あ

る
順
天
湾
は
︑葦
原
と
広
大
な
干

潟
か
ら
な
る
︒
順
天
湾
天
文
台
︑

ナ
ベ
ヅ
ル
願
い
の
ト
ン
ネ
ル
な

ど
が
あ
っ
て
︑
龍
山
展
望
台
か

ら
は
︑
順
天
湾
の
美
し
い
展
望

を
一
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒

　
ナ
ベ
ヅ
ル
が
﹁
市
の
鳥
﹂
で

あ
る
順
天
市
と
︑ツ
ル
が
縁
で
友

好
関
係
を
深
め
て
き
た
本
市
は
︑

２
０
１
２
年
11
月
13
日
に
姉
妹

都
市
盟
約
を
締
結
し
︑
青
少
年

交
流
事
業
を
は
じ
め
幅
広
い
分

野
で
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

　
順
天
市
は
︑
韓
国
の
南
端
に

位
置
し
︑
人
と
生
態
系
︑
環
境
︑

文
化
が
共
存
す
る
人
口
約
28
万

人
の
風
光
明
媚
な
都
市
で
す
︒

　﹁
庭
園
都
市
順
天
﹂を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
美
し
い
自
然
と
伝

統
を
守
っ
て
い
く
と
同
時
に
︑

市
民
に
配
慮
し
た
環
境
づ
く
り

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
︒
南
部

大韓民国順天市の
　3つ　の
おススメポイント

1

2

3

梅の香りに誘われて

順天ドラマ撮影場
　 順天市ピレゴルギル 24
　 営業時間　9:00~18:00

順天式鶏の丸揚げニンニク尽くし
　 順天市内各店舗
　 営業時間　店舗により異なる

順天湾湿地
　 順天市順天湾ギル 513-25
　 営業時間　8:00~（季節により異なる）

順天市への交通案内
仁川空港到着 (ソウル )⇒光明駅（空港バス 30~45 分）
⇒順天駅（KTX2 時間 30分）

順天市への交通案内
①仁川空港到着 ( ソウル )⇒光明駅（空港バス 60 分）
　  ⇒順天駅（KTX2 時間 30 分～ 3 時間）
②金海空港到着（プサン）⇒金海旅客ターミナル
　  ⇒順天バスターミナル
①電鉄で：空港駅（金海空港）⇒鳳凰（ボンファン）駅⇒（徒歩で） 
　金海旅客ターミナル（所要時間：２４分）
②バスで：金海旅客ターミナル⇒順天バスターミナル
　（所要時間：2 時間 5 分）

順天へ行こう！

に
位
置
す
る
順
天
湾
は
︑
2.3
平

方
キ
ロ
ⅿ
の
葦
原
や
28
平
方
キ

ロ
ⅿ
に
及
ぶ
干
潟
が
広
が
り
︑

年
間
3
0
0
万
人
以
上
が
訪
れ
て

い
ま
す
︒
2
0
0
6
年
に
は
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
た
世
界

５
大
沿
岸
湿
地
帯
の
一
つ
で
あ
り
︑

韓
国
に
お
い
て
美
し
く
多
様
な
生

態
系
の
宝
庫
の
一
つ
と
な
っ
て
い

ま
す
︒

　
順
天
湾
や
そ
の
近
隣
で
取
れ

る
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
や
コ
マ
ク
︵
灰

貝
︶
を
使
っ
た
郷
土
料
理
が
有

名
で
す
が
︑
鶏
肉
料
理
も
い
ろ

い
ろ
と
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
︒

鹿児島
毎日運航中

仁川（ソウル）

順天市観光サイト

スンチョン

姉妹都市紹介第1弾
※姉妹都市紹介第 2弾「台湾埔里鎮編」は２月号掲載予定です。
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農
業
委
員
会
で
は
、
９
月
13
日
の
新
体
制
へ

の
移
行
に
伴
い
、
10
月
１
日
か
ら
新
た
に
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

同
委
員
は
、
農
業
委
員
と
連
携
し
、
担
い
手

へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
、
耕
作
放
棄
地
の

12
人
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
誕
生

冨
とみなが

永　重
しげみつ

滿
田原

福
ふくもと

本　悟
さとる

小原下

【大川内・上場】 【東出水・出水】

岩
いわした

下　努
つとむ

米ノ津東
岩
いわもと

元　慎
し ん た ろ う

太郎
平松東

尾
おのうえ

上　寛
ひろし

上大野原（出水）
釜
かま

　義
よしはる

治
町（高尾野）

坂
さかのうえ

上　茂
しげのぶ

信
松ケ野

松
まつもと

元　浩
ひろふみ

文
下山

藺
い む た

牟田　慶
け い し

嗣
荘下

中
な か お

尾　義
よしのり

德
東下り松

川
かわばた

畑　健
た つ お

男
涼松

澤
さ わ だ

田　みね子
こ

中郡

発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
を
促
進
す
る
な
ど

の
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

任
期
は
、
10
月
１
日
か
ら
２
０
２
１
年
９
月
12

日
ま
で
で
す
。

※
校
区
別

【西出水】

【米ノ津東・切通】

【荘・江内】

【高尾野】 【下水流】

【野田】

　
「
違
反
対
象
物
の
公
表
制
度
」

は
、
建
物
の
利
用
者
の
方
が
、
自

ら
火
災
危
険
性
に
関
す
る
情
報
を

入
手
し
、
安
心
し
て
建
物
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
消
防

署
等
が
保
有
す
る
建
物
の
火
災
危

険
性
に
関
す
る
情
報
（
重
大
な
消

防
法
令
違
反
）
を
出
水
市
火
災
予

防
条
例
に
基
づ
き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
、
消
防
本
部
お
よ
び

消
防
署
で
閲
覧
で
き
る
も
の
で
す
。

　

公
表
の
対
象
と
な
る
違
反
対
象

物
は
、
既
存
建
物
の
接
続
、
増
改

築
や
用
途
変
更
に
よ
り
設
置
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
消
防
設
備
（
自

動
火
災
報
知
設
備
・
屋
内
消
火
栓

設
備
・
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
）

が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
変
更
等
を
検
討
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
事
前
に
消
防

署
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

 

市
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

　
（
☎
�
０
１
１
９
）

　

石
坂
分
署

　
（
☎
�
２
４
４
１
）

防
火
対
象
物
の

　
関
係
者
の
方
々
へ

防
火
対
象
物
の
利
用
者
等
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に

　
来
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
違
反
対
象
物
の
公
表
制
度
が
始
ま
り
ま
す

違
反
を
公
表
す
る
旨
を
関
係
者
に
通
知各消防本部の立入検査 各消防本部のホームページで公表

スプリン
クラ―

の未設置
屋内消火栓
の未設置

自動火災
報知機

の未設置

検査結果

法令違反があった場合には・・・ ホームページで公表
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10
月
21
日
、
陸
上
競
技
場
を
発

着
点
と
す
る
第
30
回
記
念
出
水
ツ

ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

リ
オ
五
輪
男
子
マ
ラ
ソ
ン
カ
ン

ボ
ジ
ア
代
表
の
猫
ひ
ろ
し
さ
ん

と
、
第
33
回
サ
ハ
ラ
マ
ラ
ソ
ン
完

走
者
の
岩
元
み
さ
さ
ん
が
ゲ
ス
ト

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
花
を
添
え
た

今
大
会
は
、
マ
ラ
ソ
ン
、
10
㌔
、

３
㌔
の
各
種
目
に
全
国
各
地
の

３
０
６
４
人
の
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
エ

ン
ト
リ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
日

中
は
非
常
に
暑
く
な
る
厳
し
い
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
が
、
沿
道

か
ら
の
声
援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
の
心
温
ま
る
も
て
な
し
を

受
け
て
、
選
手
は
、
思
い
思
い
の

ペ
ー
ス
で
健
脚
を
競
っ
て
い
ま
し

た
。

【
マ
ラ
ソ
ン
男
子
】

１
位　

池
島　

篤
史　
　

２
時
間
33
分
39
秒

２
位　

池
脇　

信
也　
　

２
時
間
37
分
33
秒

３
位　

木
村　

昭
平　
　

２
時
間
37
分
40
秒

【
マ
ラ
ソ
ン
女
子
】

１
位　

崎
浜　

絵
美　
　

２
時
間
58
分
58
秒

２
位　

酒
見　

の
り
子　

３
時
間
00
分
09
秒

３
位　

小
田　

有
希
子　

３
時
間
07
分
32
秒

【
10
㌔
男
子
】

１
位　

岩
見　

高
尚　
　

30
分
55
秒

２
位　

松
木　

祐
二　
　

31
分
30
秒

３
位　

中
條　

幸
大　
　

31
分
42
秒

【
10
㌔
女
子
】

１
位　

工
藤　

み
な
み　

39
分
08
秒

２
位　

栗
原　

め
ぐ
み　

39
分
45
秒

３
位　

本
田　

恵
津
子　

40
分
43
秒

【
３
㌔
男
子
】

１
位　

山
床　

憲
翔　
　

９
分
05
秒

２
位　

大
園　

真
司　
　

９
分
30
秒

３
位　

川
内　

寿
輝
斗　

９
分
55
秒

【
３
㌔
女
子
】

１
位　

新
名　

春
風　
　

10
分
07
秒

２
位　

徳
重　

花
恋　
　

10
分
28
秒

３
位　

甲
斐　

空　
　
　

10
分
35
秒

大
会
結
果

第30回記念　出水ツルマラソン大会
▷
30
回
連
続
出
場
者
と
し
て
特
別

　

表
彰
を
受
け
た
吉よ

し
か
い海
弘ひ

ろ
し

さ
ん
に

　

よ
る
選
手
宣
誓

5 4広報いずみ2018（平成30年）12月 広報いずみ2018（平成30年）12月



初
対
決
を
制
す

　

さ
ま
ざ
ま
な「
対
決
」を
通
し
て

双
方
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
敵
対

都
市
を
宣
言
し
て
い
る
本
市
と
錦

江
町
。

　

本
大
会
10
㌔
の
部
で
、
初
の
首

長
対
決
が
実
現
。

　

沿
道
か
ら
の
応
援
を
力
に
、
木

場
町
長
が
敵
地
で
力
走
し
ま
し
た

が
、
椎
木
市
長
が
少
差
で
先
着
し

初
対
決
を
制
し
ま
し
た
。　

▷
椎
木
伸
一
出
水
市
長

▷
木
場
一
昭
錦
江
町
長

①フラ・レアレア・モアニ
の皆さんが出水駅でラン
ナーをお出迎え②沿道では
野田郷島津太鼓の皆さんが
太鼓での応援③沿道からの
声援に「にゃー」で答える
猫ひろしさん④ 15㎏の荷
物を背負って 10㌔を完走
した岩元みささん

① ②

③ ④

ランナーの皆さん、お疲れ様でした。

ボランティアの皆さん、ありがとうございました。

応援してくださった皆さん、ありがとうございました。
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９
月
29
日
（
土
）
か
ら
10
月

９
日
（
火
）
ま
で
第
73
回
国
民

体
育
大
会
『
福
井
し
あ
わ
せ
元

気
国
体
』
が
福
井
県
内
各
地
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

台
風
24
号
・
25
号
の
接
近
に

伴
い
、
競
技
日
程
等
の
変
更
が

あ
っ
た
も
の
の
、
鹿
児
島
県
勢

は
男
女
総
合
成
績
の「
天
皇
杯
」

が
17
位
（
前
年
33
位
）、
女
子

総
合
成
績
の
「
皇
后
杯
」
は
16

位
（
前
年
23
位
）
と
大
躍
進
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

本
市
在
住
・
在
勤
・
在
学
お

よ
び
出
身
の
選
手
の
皆
さ
ん
の

活
躍
が
、
そ
の
一
翼
を
担
っ
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
本
市
郷
土
選
手
の

主
な
成
績
と
合
わ
せ
て
、
出
水

商
業
高
校
体
操
同
好
会
の
選
手

の
皆
さ
ん
と
軟
式
野
球
に
出
場

し
た
城
須
選
手
に
福
井
国
体
に

出
場
し
た
感
想
を
お
聞
き
し
ま

し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

競技の魅力は何ですか？
：チームが勝つことを目標にしていますが、個人としてチームに貢献できた
時は、チームメイトに祝福され喜び合えることが魅力の一つです。
競技中、意識していることは？
：一つのミスが勝敗を左右するので、常に集中力は高めています。
試合前に必ずすることは？
：試合前のアップはもちろんですが、その日の天候（風向き等）やグ
ラウンドコンディション（土の硬さ）を常にチェックして試合に臨み
ます。
個人競技と団体競技での気持ちの違いは？
：団体競技は「One for all － All for one（一人はみんなのために、みんな
は一人のために）」と考えています。
２０２０年かごしま国体に向けての意気込みは？　
：鹿児島県で開催ということで、ぜひ出場できるよう努力したいと思います。また、軟式野球は出水市開
催ということで、さらに力が入ります。これまでお世話になった方々に感謝の気持ちを込めてプレーす
る姿を見ていただきたいので頑張ります。

【軟式野球競技】　　城須　皇哉　選手（鹿児島相互信用金庫）

天皇杯（男女総合成績）17 位
皇后杯（女子総合成績）16 位 本

県
選
手
団

大
躍
進
！

■
弓
道
（
遠
的
）

　

成
年
女
子

■
軟
式
野
球

　

成
年
男
子

■
陸
上
競
技

　
（
１
０
０
㍍
走
）

　

成
年
男
子

　
山
下　
沙
弥
香

　
第
１
位

　
城
須　
皇
哉

　
第
６
位

　
白
石　
黄
良
々

　
第
６
位

※
弓
道
競
技
女
子
総
合

　

成
績
で
、
競
技
別
皇

　

后
杯
を
獲
得

　

本
市
郷
土
選
手
の
主

な
成
績
（
８
位
入
賞
）

は
、次
の
と
お
り
で
す
。

国体だより
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 燃ゆる感動かごしま国体出水市実行委員会事務局（本庁国体推進課内）（☎ 63 － 4187）

【体操競技（少年男子）】　出水商業高校体操同好会の皆さん

（左から、井上選手、前之原選手、髙橋選手、土田選手、今井選手、松本監督）

競技の魅力は何ですか？
：技の巧さや雄大さだけでなく美しく演技するところ。【前之原】
：今までできなかった技ができたときのうれしさと達成感があるところ。【髙橋】
競技中、意識していることは？
：技のポイントを考える。（ひねる時のつま先は必ず閉じるようにする等）【井上】
：常に一本集中。今、自分ができる最高の演技をすること。【今井】
試合前に必ずすることは？
：肩の力を抜いて３回跳ねる。演技のイメージをする。【井上】
：自分の持参しているタオルをたたむ。トイレに行く。【髙橋】
個人競技と団体競技での気持ちの違いは？
：個人は自分の失敗は自分に返ってくるが、団体は１つの失敗がチームの得点に響くので、緊張の度合い
が倍になる。【前之原】
：団体では、仲間のために演技をするので、普段よりも力が出る。【土田】
２０２０年かごしま国体に向けての意気込みは？　
：チーム鹿児島が一つでも成果を残せるように、一人でも多くの方に感動を与えられるようにがんばりた
い。【土田】
：かごしま国体の時は 20 歳なので、今まで以上に技術の向上を図り、代表入りを果たしたい。【今井】

　

11
月
２
日
、
市
役
所
本
庁

舎
で
国
体
広
報
マ
グ
ネ
ッ
ト

シ
ー
ト
車
両
出
発
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
内
タ
ク
シ
ー
、

民
間
事
業
者
の
社
用
車
お
よ

び
市
役
所
の
公
用
車
が
市
内

各
地
を
走
り
、
２
年
後
の
国

体
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

ま
す
。

国
体
開
催
７
０
０
日
前

国
体
広
報
マ
グ
ネ
ッ
ト

シ
ー
ト
車
両
出
発
式
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死
亡
野
鳥
を
発
見
し
た
ら

　

死
亡
野
鳥
を
発
見
し
た
場
合
の
対
応

　

本
格
的
な
冬
鳥
の
飛
来
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を
万
全
に

す
る
た
め
、
市
で
は
、
関
係
機
関
と
連
携

し
て
野
鳥
の
監
視
活
動
や
防
疫
体
制
を
強

化
し
て
い
ま
す
。

　

野
鳥
は
、
餌
を
食
べ
ら
れ
ず
に
衰
弱
し

た
り
、
建
物
の
窓
ガ
ラ
ス
に
ぶ
つ
か
っ
た

り
、
他
の
動
物
に
襲
わ
れ
る
な
ど
し
て
死

ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
死
亡
野

鳥
を
発
見
し
て
も
、
す
ぐ
に
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
を
心
配
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

す
る
リ
ス
ク
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
野
鳥

の
種
類
の
特
徴
は
、
渡
り
鳥
や
そ
れ
ら
を

捕
食
す
る
鳥
（
猛
禽
類
）、
集
団
で
生
息

す
る
鳥
な
ど
で
、カ
モ
類
な
ど
の
水
鳥
や
、

ワ
シ
、
タ
カ
、
フ
ク
ロ
ウ
等
が
代
表
的
で

す
。
私
た
ち
が
普
段
よ
く
目
に
す
る
カ
ラ

ス
や
ハ
ト
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ス
ズ
メ
な
ど
の

小
鳥
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
す
る
リ
ス
ク
は
低
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

死
亡
野
鳥
の
回
収
に
つ
い
て
は
、
環
境

省
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
定
め
て
あ
り
、
感
染
リ
ス
ク
の
高
い

野
鳥
が
死
亡
し
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ
た

場
合
、
死
亡
個
体
を
回
収
し
て
、
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
を
確
認

す
る
た
め
の
検
査
を
行
い
ま
す
。
死
亡
野

鳥
を
発
見
し
た
場
合
、
次
の
よ
う
に
対
応

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
普
段
あ
ま
り
目
に
し
な
い
ハ
ト
よ
り
大

　

き
い
鳥
や
、
カ
モ
類
、
猛
禽
類
の
死
亡

　

野
鳥
を
発
見
し
た
場
合
や
、
普
段

　

よ
く
目
に
す
る
鳥
（
カ
ラ
ス
、
ヒ
ヨ

　

ド
リ
、
ス
ズ
メ
、
ハ
ト
な
ど
）
が
、

　

見
渡
せ
る
範
囲
内
で
５
羽
（
※
）
以
上

　

が
同
時
に
死
亡
し
て
い
る
場
合
、
３
日

　

間
程
度
内
に
同
じ
場
所
で
鳥
が
死
亡
し

　

て
い
る
の
が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
市

　

で
死
亡
野
鳥
を
回
収
し
ま
す
の
で
、
本

　

庁
農
林
水
産
整
備
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ

　

い
。

○
普
段
よ
く
目
に
す
る
鳥
が
、５
羽
（
※
）

　

未
満
で
死
亡
し
て
い
る
場
合
は
、
検
査

　

対
象
と
な
ら
な
い
た
め
、
市
で
死
亡
野

　

鳥
は
回
収
し
ま
せ
ん
。
民
家
や
各
事
業

　

所
等
の
敷
地
内
で
死
亡
野
鳥
を
発
見
し

　

た
場
合
は
、
一
般
ゴ
ミ
と
し
て
処
分
し

　

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、処
分
す
る
際
は
、

　

素
手
で
触
ら
ず
、
処
分
し
た
後
は
手
洗

　

い
・
う
が
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
の
場
合
は
、

　
「
５
羽
」
が
「
３
羽
」
に
な
り
ま
す
。

 

本
庁
農
林
水
産
整
備
課

　
（
☎
�
４
１
３
４
）

ツ
ル
の
シ
ー
ズ
ン
到
来

　

11
月
３
日
、
本
格
的
な
ツ
ル
の
渡
来
に

合
わ
せ
、
ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
開
所
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
前
に
、
不
慮
の
事
故
な
ど
で
亡

く
な
っ
た
ツ
ル
の
供
養
式
が
行
わ
れ
、
観

光
関
係
者
な
ど
が
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
鹿
島
保
育
園
の
園
児
に
よ

る
太
鼓
の
演
奏
や
餅
投
げ
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
雲
海
酒
造
か
ら
ツ
ル
の
餌
が
寄
贈
さ

れ
、
日
本
航
空
か
ら
は
ツ
ル
ク
ラ
ブ
へ
グ

ラ
ウ
ン
ド
コ
ー
ト
が
、
市
飲
食
業
組
合
、

川
端
通
り
会
お
よ
び
出
水
ツ
ル
マ
チ
米
生

産
組
合
か
ら
は
寄
付
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
は
来
年
３
月
24
日

ま
で
開
館
さ
れ
ま
す
。
開
館
時
間
は
、
午

前
９
時
～
午
後
５
時
。

　

元
旦
は
、
午
前
７
時
に
早
朝
開
館
し
ま

す
。

　

ご
来
館
の
際
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
と
し
て
車
両
消
毒
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。今季

初
調
査

　

11
月
３
日
、
鶴
荘
学
園
、
高
尾
野
中
学

校
お
よ
び
ツ
ル
保
護
会
に
よ
る
第
１
回
羽

数
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
は
、ナ
ベ
ヅ
ル
７
６
８
７
羽
、

マ
ナ
ヅ
ル
84
羽
、
ク
ロ
ヅ
ル
４
羽
、
カ
ナ

ダ
ヅ
ル
３
羽
、
ナ
ベ
ク
ロ
ヅ
ル
１
羽
の
合

計
７
７
７
９
羽
で
し
た
。

9 8広報いずみ2018（平成30年）12月 広報いずみ2018（平成30年）12月



「生ごみを燃やせるごみに出さなくなった」

●ごみ出しの回数・ごみ袋の量が減った。
●ごみ袋が軽くなり、ごみ出しが楽になった。

「臭いもせず、虫なども発生しなかった」

●快適に使用できた。

「生ごみを早く処理できる」

●生ごみを捨てないので、ごみ箱の臭いがしなく
　なった。

「虫が湧いた、臭いがした」

●生ごみと土をよく混ぜた後に、きちんと土を被
　せてください。

「土が固い」

●たまにはシャベルでほぐして、土に空気を含む
　ようにしてください。

「骨や貝殻が分解されない」

●骨や貝殻などは分解しにくいものになります。

「冬は処理が遅い」

●気温が下がると、多少微生物の処理能力が遅く
　なります。

はじめよう！ごみのダイエット♪

※
ご
み
減
量
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア

　

を
お
持
ち
の
方
は
、
ご
連
絡
く

　

だ
さ
い
。

 

本
庁
生
活
環
境
課

　
（
☎
�
４
０
４
２
）

　土の中の微生物の力により生ごみを分解する「キエーロ」。
　効果はもちろん、報償金の対象となり定価よりも安く購入できるとい
うこともあり、申し込みをされる方が増えています。
　申し込みは、生活環境課（１階７番窓口）で受け付けています。
　「キエーロ」の現物も置いてあり、使い方など説明も行います。
　「キエーロ」を利用して生ごみの自家処理をしてみませんか。

　

12
月
に
な
り
忘
年
会
、
年
を
開

け
る
と
正
月
や
新
年
会
な
ど
、
宴

会
等
の
機
会
が
多
く
な
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

　

楽
し
い
宴
会
に
は
、
お
い
し
い

料
理
が
つ
き
も
の
で
す
。

　

本
市
で
は
、「
２
０
・
１
０
運
動
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
「
２
０
・
１
０
運
動
」
と
は
、
宴

会
開
始
後
20
分
間
は
自
分
の
席
で

食
事
を
楽
し
み
、
宴
会
終
了
前
10

分
間
は
自
分
の
席
に
戻
っ
て
食
事

を
楽
し
む
こ
と
で
食
べ
残
し
を
な

く
す
運
動
で
す
。

　

食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
に
、

皆
さ
ん
残
さ
ず
食
べ
ま
し
ょ
う
！

※イラストの一部は消費者庁イラスト集より引用

　

こ
れ
か
ら
、
寒
い
季
節
と

な
っ
て
き
ま
す
。

　

夏
場
は
生
ご
み
の
分
解
も
早

く
３
～
４
日
ほ
ど
で
処
理
で
き

ま
す
が
、
気
温
が
低
く
な
る
と

微
生
物
の
活
動
も
鈍
く
な
り
、

分
解
が
遅
く
（
10
日
ほ
ど
）
な

り
ま
す
。

　

キ
エ
ー
ロ
の
寒
さ
対
策
と
し

て
、
土
を
よ
く
混
ぜ
空
気
を
入

れ
る
、
油
を
加
え
る
、
屋
内
で

容
器
に
数
日
保
管
し
て
か
ら
埋

め
る
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま

す
。

　

寒
さ
対
策
を
し
て
、
快
適
に

キ
エ
ー
ロ
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

「キエーロ」利用者の声 （効果や対策）

「ごみに対する意識が高くなった」
「子どもも楽しんで手伝うようになった」
「キエーロをもっと早く知りたかった」
「今後も使い続ける」、「もう１台ほしい」
「野菜の芽が出てきた」
「ボカシ肥料との併用でうまくいく」　など

その他の意見

生ごみ処理機「キエーロ」

「
２ニ
イ
マ
ル０
・
１イ
チ
マ
ル０
運
動
」

大多数は「使ってよかった！」という意見でした。 中には「いまいち！」という意見もありました。
いまいち！という意見使ってよかった！という意見
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　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　の　財政状況

会計名
収益的収入・支出 資本的収入・支出

収　入 収入率 支　出 執行率 収　入 収入率 支　出 執行率

水道事業 予算現額 ８億 1,188 万円
50.36%

7 億 8,467 万円
43.70%

１億 6,183 万円
0.91%

５億　576 万円
28.83% 収入・支出済額 ４億　884 万円 ３億 4,288 万円 148 万円 １億 4,580 万円

病院事業 予算現額 43 億 7,381 万円
48.27%

45 億 7,780 万円
42.28%

２億 3,757 万円
28.29%

７億 6,361 万円
28.30% 収入・支出済額 21 億 1,142 万円 19 億 3,545 万円 6,721 万円 ２億 1,607 万円

区　分
2018 年９月末

現在高
2018 年３月末

現在高
増　減 備　　　　　考

土 地 
（ う ち 山 林 ）

3,282 万 4,198㎡
（2,853 万 4,945㎡）

3,287 万 1,556㎡
（2,858 万 2,239㎡）

△４万 7,358㎡
（△４万 7,294㎡） 土地のうち、主なものは山林です。

建 物 32 万 7,404㎡ 32 万 7,404㎡ ０㎡ 建物のうち、主なものは学校、公園、住宅などの施設です。
有 価 証 券 4,588 万円 4,588 万円 ０万円 市が保有している株券です。
出 資 金 １億 382 万円 １億 382 万円 ０万円 各種協会等への出資金です。

貸 付 金 18 億 1,938 万円 18 億 1,956 万円 △ 18 万円 特定事業のために市民や別会計の事業にお金の貸し付
けを行っているものです。

車 両 171 台 171 台 ０台 市が保有している公用自動車や消防車両などです。
基 金 202 億　329 万円 202 億　329 万円 ０万円 一般家庭の預貯金に相当するもので、18 の基金があります。

積 立 155 億 3,452 万円 155 億 3,452 万円 ０万円 計画的に積み立て、赤字になりそうなときに取り崩した
り、特定の事業を行うための基金。

果実運用 32 億 5,710 万円 32 億 5,710 万円 ０万円 原資は取り崩さず、その利息を使って事業を行う基金。

定額運用 ９億 1,941 万円 ９億 1,941 万円 ０万円 一定の金額の基金を原資に、土地を購入したり、貸し付けを
行う基金。

特別会計 ４億 9,227 万円 ４億 9,227 万円 ０万円 特別会計が積み立てている基金。主に国民健康保険基金。

会　　計　　名 2018 年９月末 
現　在　高

2018 年３月末 
現　在　高 増　　減

一　般　会　計 232 億 2,660 万円 245 億 2,715 万円 △ 13 億　55 万円

下水道分

下 水 道 特 別 会 計 70 億 4,986 万円 73 億 5,242 万円 △３億　256 万円
特定環境保全公共
下 水 道 特 別 会 計 44 億 1,405 万円 45 億 5,008 万円 △１億 3,603 万円
農 業 集 落 排 水
特 別 会 計 14 億 6,167 万円 15 億 3,986 万円 △ 7,819 万円

地 方 卸 売 市 場 特 別 会 計 8,266 万円 9,265 万円 △　999 万円

企業会計
水　 道　 事　 業 38 億 6,001 万円 39 億 7,653 万円 △１億 1,652 万円
病　 院　 事　 業 19 億 8,021 万円 21 億 8,022 万円 △２億　　１万円

企業会計の状況

2018 年度上半期における財産などの状況

財産の状況

借金（市債）の状況

一時借入金の状況
　2018 年４月 1 日から 2018 年９月 30 日までの間に資金不足は発生しなかったため、一時
借り入れは行っていません。
　なお、2006 年の市町合併以降、資金不足により一時借り入れを行った実績はありません。

○一 般 会 計 と は…福祉・教育・都市整備といった行政運営の基本的な経費について、市税などを主な財源として計上している会計です。
○特 別 会 計 と は…地方公共団体が特定事業の収入をその事業の支出に充て経理を行う会計で、一般会計とは切り離して考えるものです。
○企 業 会 計 と は…使用料などのその事業における収入で、その事業の経費をまかなうことを目的として設置される独立採算が原則の会計です。
○市 債 と は…市が大きな事業を実施するときに国や金融機関などから行う借入金のことで、世代間の負担を公平にする役割があります。
○一時借入金とは…支払資金が不足するときなどに、金融機関から一時的に借りるお金のことで、年度内に返済することとなっています。

　地方自治法および出水市財政事情の作成及び公表に関する条例では、年に２回、市の財政状況を公表することに
なっています。今回は、2018（平成30）年度上半期（４月～９月）の財政状況について、お知らせします。

用語解説
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　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　の　財政状況

　〔　歳　入　〕
区　　　分 予算現額 収入済額 収入率

自
主
財
源

市 税 54 億 8,444 万円 30 億 7,020 万円 55.98%
使 用 料 お よ び 手 数 料 ４億 3,998 万円 １億 7,140 万円 38.96%
分 担 金 お よ び 負 担 金 ２億 3,248 万円 8,640 万円 37.16%
繰 入 金 ２億 8,449 万円 ０万円 0.00%
繰 越 金 １億　　０万円 ９億 3,732 万円 937.32%
そ の 他 ５億 3,244 万円 9,813 万円 18.43%
小 計 70 億 7,383 万円 43 億 6,345 万円 61.68%

依
存
財
源

地 方 交 付 税 87 億 8,063 万円 60 億 3,827 万円 68.77%
国 庫 支 出 金 35 億 2,199 万円 16 億 7,008 万円 47.42%
県 支 出 金 23 億 7,131 万円 9,626 万円 4.06%
市 債 21 億 2,010 万円 ０万円 0.00%
そ の 他 12 億 3,938 万円 ６億 7,051 万円 54.10%
小 計 180 億 3,341 万円 84 億 7,512 万円 47.00%

歳 入 合 計 251 億　724 万円 128 億 3,857 万円 51.13%

　〔　歳　出　〕
区　　分 予算現額 支出済額 執行率

議 会 費 １億 9,703 万円 １億　244 万円 51.99%
総 務 費 26 億 3,340 万円 ９億 9,064 万円 37.62%
民 生 費 96 億 6,283 万円 33 億 7,529 万円 34.93%
衛 生 費 26 億 7,631 万円 11 億 4,873 万円 42.92%
労 働 費 2,215 万円 1,331 万円 60.09%
農 林 水 産 業 費 14 億 9,347 万円 ２億 5,909 万円 17.35%
商 工 費 ３億 6,954 万円 １億 4,085 万円 38.11%
土 木 費 19 億 4,741 万円 ３億　778 万円 15.80%
消 防 費 ９億 4,276 万円 ２億 9,273 万円 31.05%
教 育 費 23 億 9,854 万円 10 億 2,861 万円 42.88%
災 害 復 旧 費 1,800 万円 506 万円 28.11%
公 債 費 27 億 4,080 万円 10 億 3,031 万円 37.59%
予 備 費 500 万円 ０万円 0.00%
歳 出 合 計 251 億　724 万円 86 億 9,484 万円 34.63%

特別会計名 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
国 民 健 康 保 険 72 億 6,917 万円 29 億 7,073 万円 40.87% 28 億 4,347 万円 39.12%
後 期 高 齢 者 医 療 ６億 3,972 万円 １億 8,036 万円 28.19% １億 6,783 万円 26.23%
介 護 保 険 59 億 1,945 万円 25 億 4,327 万円 42.96% 24 億 1,228 万円 40.75%
交 通 災 害 共 済 1,484 万円 1,992 万円 134.23% 301 万円 20.28%
下 水 道 12 億 4,519 万円 １億 6,072 万円 12.91% ４億 2,004 万円 33.73%
特 定 環 境 保 全 公 共 下 水 道 ５億　407 万円 4,374 万円 8.68% ２億 1,860 万円 43.37%
農 業 集 落 排 水 ２億 7,840 万円 2,116 万円 7.60% １億 1,655 万円 41.86%
地 方 卸 売 市 場 2,074 万円 477 万円 23.00% 1,236 万円 59.59%

各会計における９月 30日時点の予算の
執行状況、財産の状況をお知らせします。

一般会計の状況

2018 年度上半期における予算の執行状況

※自主財源の「その他」には、
　財産収入、寄付金、諸収入が
　含まれています。
※依存財源の「その他」には、
　地方譲与税、地方消費税交付
　金などの各種交付金が含まれ
　ています。

特別会計の状況

  2018 年度上半期
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で
き
ま
せ
ん
。

 

本
庁
生
涯
学
習
課

　
（
☎
�
２
２
０
０
）

　

出
水
商
業
高
校
吹
奏
楽
部
で

は
、
日
ご
ろ
の
部
活
動
の
成
果
を

発
表
す
る
た
め
「
学
校
創
立
70
周

年
記
念　

第
14
回
吹
奏
楽
部
定
期

演
奏
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

 

12
月
24
日
（
月
）

　

午
後
２
時
～
同
４
時

　
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

 

市
文
化
会
館

 

無
料

内
容

○
コ
ン
ク
ー
ル
自
由
曲

　
「
春
に
寄
せ
て
」

　

70
周
年
記
念
委
嘱
作
品

　
「
遥
か
な
る
道
」

○
Ｘ
ｍ
ａ
ｓ
特
集
ス
テ
ー
ジ

○
お
楽
し
み
ス
テ
ー
ジ

　

演
歌
、
ポ
ッ
プ
ス
、
ジ
ャ
ズ　

　

ほ
か

 

出
水
商
業
高
校
吹
奏
楽
部（
上

　

之
原
）（
☎
�
１
０
６
９
）

　

年
末
恒
例
の
あ
っ
た
か
歳
末
特

産
品
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
千
円
お
買
い
上
げ
ご

と
に
お
楽
し
み
抽
選
が
あ
り
ま

す
。
ご
家
族
・
ご
友
人
を
お
誘
い

の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

12
月
28
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

 

高
尾
野
き
ら
め
き
ド
ー
ム

内
容

　

地
元
の
特
産
品
や
正
月
用
品
等

　

の
展
示
即
売

 

あ
っ
た
か
歳
末
特
産
品
ま
つ

　

り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
鶴
の

　

町
特
産
品
協
会
事
務
局
内
）

　
（
☎
�
１
０
６
５
）

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

あ
っ
た
か
歳
末
特
産
品

ま
つ
り

　

今
年
も「
野
田
郷
む
ら
ま
つ
り
」

～
野
田
産
業
祭
～
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

 

12
月
２
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

 

野
田
農
産
加
工
施
設
周
辺
等

内
容

○
農
畜
産
物
展
示
即
売
、そ
ば（
食

　

事
）
と
生
め
ん
の
販
売
、
抽
選
会

○
イ
ベ
ン
ト

　

卵
の
大
安
売
り
、
米
の
す
く
い

　

ど
り
、き
な
こ
餅
の
無
料
配
布
、

　

餅
投
げ
大
会

○
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

和
太
鼓
演
奏
、
吹
奏
楽
演
奏
、

　

ダ
ン
ス
等

 

野
田
郷
む
ら
ま
つ
り
実
行
委

　

員
会
事
務
局
（
鶴
の
町
商
工
会

　

高
尾
野
本
所
内
）

　
（
☎
�
１
０
６
５
）

野
田
郷
む
ら
ま
つ
り

　

市
で
は
、
中
世
山
城
跡
探
検
会

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

森
林
や
草
木
に
覆
わ
れ
た
、
普

段
気
づ
き
に
く
い
市
内
の
中
世
山

城
跡
で
、
新
た
な
発
見
を
目
指
し

な
が
ら
の
探
検
会
で
す
。
今
回
探

検
す
る
中
世
山
城
跡
は
、
野
田
の

領
主
が
当
時
本
拠
地
と
し
て
い
た

市
指
定
史
跡
の
亀
井
山
城
跡
で

す
。

 

12
月
15
日
（
土
）

　

受
付　
午
前
８
時
30
分
～
同
９
時

　

出
発　
午
前
９
時
15
分

　

帰
着　
正
午
（
予
定
）

集
合
・
解
散
場
所

　

野
田
保
健
セ
ン
タ
ー
前
、
旧
野

　

田
幼
稚
園
跡
地

※
駐
車
場
も
同
場
所

参
加
者　
健
康
な
方
で
あ
れ
ば
誰

　

で
も
参
加
で
き
ま
す
。た
だ
し
、

　

小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴

　

に
限
り
ま
す
。

 

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

　

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

　

り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　
12
月
13
日
（
木
）

・

 

本
庁
文
化
財
課

　

 (

☎
�
２
１
０
８　

Ｆ
Ａ
Ｘ
�

　

２
２
０
２
）

　

Ｅ
メ
ー
ル　

bunkazai_c@

　

　

city.izum
i.kagoshim

a.jp

ふ
る
さ
と
の
歴
史
に
触

れ
て
み
ま
せ
ん
か

　

２
０
１
９
年
出
水
市
成
人
式
を

開
催
し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
案
内
状
を
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
市
外
転
出
等
で
案
内
状
が
届

い
て
い
な
い
方
や
、
対
象
者
の
ご

家
族
も
参
加
で
き
ま
す
。

 

２
０
１
９
年
１
月
５
日
（
土
）

　
（
時
間
は
日
程
参
照
）

 

市
文
化
会
館

対
象
者　

１
９
９
８
（
平
成
10
）

　

年
４
月
２
日
～
１
９
９
９
（
平

　

成
11
）
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

　

た
方

日
程

○
受
付　

午
前
10
時
～
同
30
分

〇
記
念
写
真
撮
影

　

午
前
10
時
35
分
～
同
11
時
15
分

　
（
校
区
ご
と
）

○
式
典　

午
前
11
時
30
分
～
午
後

　

０
時
30
分

参
加
者
へ
の
お
願
い

〇
当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

　

の
で
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て

　

お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お

　

車
で
お
越
し
の
方
は
、
係
員
の

　

誘
導
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
ホ
ー
ル
内
で
の
飲
食
は
で
き
ま

　

せ
ん
。

※
館
内
へ
の
酒
類
の
持
ち
込
み
、

　

飲
酒
さ
れ
て
い
る
方
の
入
場
は

成
人
式
を
開
催

出
水
商
業
高
校

学
校
創
立
70
周
年
記
念

　
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会
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の
グ
ル
ー
プ

※
個
人
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
に

　

限
り
ま
す
。

 

１
製
作
当
た
り
２
０
０
円（
ミ

　

ニ
門
松
は
４
０
０
円
）

内
容･

定
数

※
次
の
中
か
ら
製
作
す
る
作
品
を

　

一
つ
選
択
。

①
ミ
ニ
門
松
（
50
組
）

②
し
め
な
わ
（
10
個
）

③
洋
風
リ
ー
ス
（
40
個
）

④
和
風
リ
ー
ス
（
30
個
）

⑤
和
だ
こ
（
10
個
）

※
ミ
ニ
門
松
、
し
め
な
わ
、
和
だ

　

こ
は
１
グ
ル
ー
プ
に
つ
き
１
個

　
（
１
組
）
と
し
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の　
準
備
で
き
る

　

方
は
、
次
の
も
の
を
持
っ
て
き

　

て
く
だ
さ
い
。

①
ミ
ニ
門
松　

せ
ん
定
ば
さ
み
・

　

軍
手

②
し
め
な
わ　

せ
ん
定
ば
さ
み

③
洋
風
リ
ー
ス　

せ
ん
定
ば
さ
み

④
和
風
リ
ー
ス　

せ
ん
定
ば
さ
み

⑤
和
だ
こ　

軍
手
・
は
さ
み

 

12
月
４
日
（
火
）
午
前
９
時

　

か
ら
同
11
日
（
火
）
午
後
５
時

　

ま
で
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

　

す
。
青
年
の
家
に
電
話
、
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
ま
た
は
電
子
申
請
で
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

※
各
作
品
と
も
定
数
に
な
り
次
第

　

締
め
切
り
ま
す
。

・

 

市
青
年
の
家

　
（
☎
�
２
１
３
５
）

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
９
４
１
７
）

 

無
料

参
加
団
体　

コ
ー
ル
メ
イ
プ
ル
、

　

高
尾
野
兵
六
太
鼓
保
存
会
、
出

　

水
市
少
年
少
女
合
唱
団
、
出
水

　

中
央
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
、
合

　

唱
団
オ
ー
ク
、am

ie

、
ラ
・
ラ
・

　

ル
ー
、
ク
レ
イ
ン
コ
ー
ラ
ス
２

　

０
１
８
、出
水
中
学
校
合
唱
部
、

　

コ
ー
ル
の
だ
、
西
出
水
小
学
校

　

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
、
コ
ー
ル

　

ひ
だ
ま
り
、
男
声
合
唱
団
ゴ
ー

　

シ
ュ
、混
声
合
唱
団
ソ
ナ
ー
レ
、

　

ア
ン
サ
ン
ブ
ルA

・gain
 

市
中
央
公
民
館

　
（
☎
�
２
１
０
６
）

※
昼
食
は
準
備
し
ま
す
。

服
装
・
靴　

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、

　

帽
子
、
手
袋
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　

シ
ュ
ー
ズ
ま
た
は
運
動
靴

募
集
人
員　
先
着
２
０
０
人

申
込
期
間　
12
月
17
日
（
月
）
～

　

２
０
１
９
年
１
月
31
日
（
木
）

・

 

九
州
オ
ル
レ
出
水
コ
ー
ス

　

運
営
実
行
委
員
会
事
務
局
（
本
庁

　

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課
内
）

　
（
☎
�
４
０
６
１
）

　

九
州
オ
ル
レ
出
水
コ
ー
ス
（
米

ノ
津
川
沿
い
を
中
心
に
大
川
内
地

区
の
厳
島
神
社
か
ら
出
水
麓
歴
史

館
ま
で
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
）
で
、
春
の
オ
ル
レ
フ
ェ
ア
～

お
れ
ん
じ
オ
ル
レ
～
を
開
催
し
ま

す
。

 

２
０
１
９
年
２
月
17
日
（
日
）

　

午
前
10
時　

※
雨
天
決
行

ス
タ
ー
ト
場
所　
厳
島
神
社

集
合
場
所　
出
水
駅
西
口
多
目
的

　

広
場
（
午
前
８
時
30
分
～
同
９

　

時
30
分
）

※
駐
車
場
は
、
出
水
駅
周
辺
の
駐

　

車
場
（
有
料
）
か
出
水
市
役
所

　

本
庁
舎
駐
車
場
（
無
料
）
を
ご

　

利
用
く
だ
さ
い
。

※
ス
タ
ー
ト
地
点
ま
で
臨
時
バ
ス

　
（
無
料
）
を
運
行
し
ま
す
。

※
ゴ
ー
ル
後
、
出
水
麓
歴
史
館
か

　

ら
駐
車
場
ま
で
は
、
各
自
で
移

　

動
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

　

ま
す
。

 

千
円

コ
ー
ス　
厳
島
神
社
か
ら
出
水
麓

　

歴
史
館
ま
で
の
13
・
８
㎞

所
要
時
間　
４
～
５
時
間

準
備
す
る
も
の　
飲
み
物
、
タ
オ

　

ル
、
雨
具
、
行
動
食
（
飴
）
な

　

ど 春
の
オ
ル
レ
フ
ェ
ア

～
お
れ
ん
じ
オ
ル
レ
～

　

冬
の
自
然
ま
つ
り
「
正
月
＆
ク

リ
ス
マ
ス
を
手
作
り
で
！
～
み
ん

な
で
作
る
冬
の
ク
ラ
フ
ト
！
家
族

や
友
達
と
楽
し
も
う
～
」
を
開
催

し
ま
す
。

 

12
月
16
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
正
午

　
（
午
前
８
時
30
分
受
付
開
始
）

 

市
青
年
の
家

対
象
者　
家
族
、
友
達
同
士
な
ど

手
作
り
飾
り
で

正
月
や
ク
リ
ス
マ
ス
を

迎
え
ま
せ
ん
か

　

出
水
音
楽
祭
実
行
委
員
会
で

は
、
和
太
鼓
や
合
唱
、
マ
ー
チ
ン

グ
バ
ン
ド
や
吹
奏
楽
部
な
ど
市
内

の
団
体
等
が
参
加
す
る
音
楽
祭
を

開
催
し
ま
す
。

 

12
月
９
日
（
日
）

　

 

午
後
１
時
開
演

 

市
文
化
会
館

出
水
麓
歴
史
館
企
画
展
「
出
水
に
残
る
刀
」

　

出
水
麓
歴
史
館
で
は
、
12
月
20
日
（
木
）
～
２
０
１
９
年
２
月
19

日
（
火
）
ま
で
企
画
展
第
２
回
「
出
水
に
残
る
刀
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

刀
は
、
日
本
を
代
表
す
る
美
術
品
で
あ
り
、
文
化
財
と
し
て
国
宝

に
指
定
さ
れ
る
な
ど
日
本
の
歴
史
文
化
を
語
る
う
え
で
非
常
に
価
値

の
高
い
歴
史
資
料
で
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
も
の
で
は
な
く
、
そ

の
存
在
は
一
部
の
関
係
者
の
努
力
で
伝
え
守
ら
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
企
画
展
で
は
、
私
た
ち
の
身
近
な
地
域
に
残
る

刀
の
展
示
と
刀
の
基
礎
知
識
な
ど
の
パ
ネ
ル
展
示
を
と
お
し
て
、
貴

重
な
資
産
で
あ
る
刀
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

 
出
水
麓
歴
史
館
（
☎
�
１
３
９
０
）

出
水
市
自
主
文
化
事
業

「
出
水
音
楽
祭
２
０
１
８
」
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詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

 

本
庁
市
民
生
活
課

　
（
☎
�
４
０
４
１
）

　

市
で
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
の
策
定
や
教
育
・
保

育
施
設
等
の
利
用
定
員
の
設
定
等

に
関
す
る
審
議
を
行
う
「
出
水
市

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
を
設
置

し
、
今
回
公
募
に
よ
る
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
人
員　
１
人

応
募
資
格

〇
市
内
に
住
所
を
有
す
る
12
月
１

　

日
に
お
い
て
満
20
歳
以
上
の
者

〇
在
宅
で
就
学
前
の
子
ど
も
を
育

　

て
て
い
る
保
護
者

〇
年
間
２
回
程
度
開
催
す
る
会
議

　

に
参
加
で
き
る
こ
と

※
会
議
は
、
平
日
の
昼
間
を
予
定

　

し
て
い
ま
す
。

任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事

　

項
を
記
入
の
上
、
持
参
、
郵
送
、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず

　

れ
か
の
方
法
で
ご
応
募
く
だ
さ

　

い
。

 

12
月
22
日
（
土
）
～

　

２
０
１
９
年
２
月
24
日
（
日
） 

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

　

企
画
展
示
室

 

無
料

関
連
行
事　
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と

　

に
よ
る
「
お
は
な
し
会
」

 

12
月
９
日
（
日
）

　

午
後
３
時
～
同
30
分

　

12
月
16
日
（
日
）

　

午
後
３
時
～
同
30
分

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

 

無
料

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

　
（
☎
�
８
９
１
５
）

　
「
一
刀
彫
『
日
本
一
の
お
地
蔵

さ
ん
』」
が
あ
る
商
店
街
で
年
越

し
は
い
か
が
で
す
か
？

　

当
日
は
お
地
蔵
さ
ん
下
の
中
町

公
民
館
で
体
が
あ
っ
た
ま
る
も
の

を
振
る
舞
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
出
水
本
町
通
り
商
店
街

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

企
画
展

「
写
真
で
見
る
出
水
と
ツ

ル
」
～
昭
和
の
風
景
～

 

12
月
31
日
（
月
）

　

午
後
10
時
～
２
０
１
９
年
１
月

　

１
日
（
火
）
午
前
２
時

 

中
町
（
出
水
）
公
民
館
・
日

　

本
一
の
お
地
蔵
さ
ん

 

文
化
堂
（
☎
０
８
０

－

１
５

　

４
３

－

０
９
７
９
）

　

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
、
昨
年
度
75
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
た
後
期
高
齢
者

医
療
の
被
保
険
者
（
１
９
４
２
年

４
月
１
日
か
ら
１
９
４
３
年
３
月

31
日
生
）
を
対
象
に
、
口
腔
検
診

（
お
口
元
気
歯
ッ
ピ
ー
検
診
）
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
元
気
で
生
き
生
き

と
過
ご
せ
る
よ
う
、
口
腔
検
診
を

受
け
て
お
口
か
ら
健
康
に
な
り
ま

し
ょ
う
。

受
診
期
限

　

２
０
１
９
年
１
月
31
日

 

県
内
の
歯
科
医
療
機
関

 

無
料

※
要
予
約

※
５
月
末
に
圧
着
ハ
ガ
キ
で
受
診

　

券
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
お

　

手
元
に
な
い
方
は
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。
新
た
な
受
診
券

　

を
発
行
し
ま
す
。

 

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療

　

広
域
連
合
業
務
課
保
健
事
業
担

　

当
（
☎
０
９
９

－

２
０
６

－

１

　

３
２
９
）

　

市
で
は
、
特
定
健
診
お
よ
び
長

寿
健
診
の
個
別
健
診
を
11
月
か
ら

来
年
１
月
31
日
ま
で
各
医
療
機
関

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
の

方
に
は
受
診
票
を
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
同
封
の
実
施
医
療
機
関

一
覧
を
ご
確
認
の
う
え
、
ぜ
ひ
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
診
に
は
70
歳
未
満
の
方
は

１
５
０
０
円
、
70
歳
以
上
の
方
は

７
０
０
円
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
75
歳
以
上
の
方
は
長
寿

健
診
を
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
。

※
応
募
用
紙
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

　

く
だ
さ
い
。
な
お
、
本
庁
こ
ど

　

も
課
お
よ
び
各
支
所
総
合
市
民

　

課
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。

提
出
方
法

〇
直
接
持
参
す
る
場
合

　

本
庁
こ
ど
も
課
ま
た
は
各
支
所

　

総
合
市
民
課
へ

〇
郵
送
の
場
合

　

〒
８
９
９

－

０
２
９
２

　

出
水
市
緑
町
１
番
３
号

　

出
水
市
役
所　

こ
ど
も
課
宛
て

〇
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
付
す
る
場
合

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
７
７
６
７
）

〇
電
子
メ
ー
ル
で
送
付
す
る
場
合

　

kodom
o_c@

city.izum
i.

　

kagoshim
a.jp

募
集
期
間　
12
月
３
日
（
月
）
～

　

12
月
21
日
（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

選
考
結
果　
選
考
は
、
書
類
選
考

　

で
行
い
ま
す
。
選
考
結
果
は
、

　

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

 

本
庁
こ
ど
も
課

　
（
☎
�
４
０
４
７
）

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

市
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
委
員
を
募
集

出
水
本
町
通
り
商
店
街
で

年
越
し
し
ま
せ
ん
か

健
　
　
　
康

健
　
　
　
康

お
口
元
気
歯
ッ
ピ
ー

検
診
を
お
忘
れ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か

受
診
し
ま
し
ょ
う
！

特
定
健
診
と
長
寿
健
診
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原
稿
の
見
本
を
ご
提
出
い
た
だ

　

き
ま
す
。

応
募
期
限　
12
月
28
日
（
金
）

※
必
着

掲
載
の
決
定　
広
告
の
内
容
を
審

　

査
し
、
掲
載
が
適
当
と
認
め
ら

　

れ
る
申
請
者
の
中
か
ら
、
市
内

　

に
店
舗
・
営
業
所
を
有
す
る
方

　

を
優
先
し
、
先
着
順
で
決
定
し

　

ま
す
。

・

 

本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

　

課
（
☎
�
４
０
６
１
）

　

Ｅ
メ
ー
ル　

kanko_c@
city.

　

izum
i.kagoshim

a.jp

　

市
で
は
、
市
外
居
住
者
に
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
付
す
る
際
な

ど
に
使
用
す
る
封
筒
（
観
光
カ
ラ

ー
封
筒
）
の
裏
面
に
掲
載
す
る
広

告
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
対
象

　

使
用
用
途
が
観
光
封
筒
で
あ
る

　

た
め
、
観
光
誘
致
・
Ｐ
Ｒ
に
つ

　

な
が
る
よ
う
な
内
容
の
広
告
と

　

し
ま
す
。（
ホ
テ
ル
旅
館
、
飲

　

食
店
、
特
産
品
、
観
光
施
設
、

　

交
通
に
関
す
る
事
業
者
等
）

応
募
方
法　
ま
ず
は
電
話
ま
た
は

　

Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。
改
め
て
申
請
書
と
広
告

観
光
封
筒
の
広
告
を
募
集

封筒の種別 広告掲載枚数
（封筒作成枚数） 募集枠 広告の大きさ

・色 広告料

角２封筒 15,000 枚 ４枠 縦 4.5 ㎝×
 横 10 ㎝・カラー 20,000 円

※この広告入り封筒は、おおむね２年間使用します。
※配布開始は 2019 年４月頃の予定ですが、現在使用している観光封筒を
　優先的に使用するため、配布状況により時期は変わります。

▷
封
筒
裏
面

▷
封
筒
表
面

▽現在使用している観光カラー封筒

　

市
で
は
、
２
０
１
９
年
度
以
降

に
市
が
発
注
す
る
物
品
調
達
、
業

務
委
託
お
よ
び
建
設
工
事
等
の
入

札
ま
た
は
見
積
り
合
わ
せ
に
参
加

を
希
望
さ
れ
る
市
内
業
者
を
募
集

し
ま
す
。

　

登
録
申
請
手
続
き
が
必
要
に
な

り
ま
す
が
、
募
集
要
領
お
よ
び
申

請
書
等
は
、
本
庁
契
約
検
査
課
お

よ
び
各
支
所
総
合
市
民
課
に
準
備

し
て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

受
付
区
分
お
よ
び
登
録
期
間

　

下
表
の
と
お
り

受
付
期
間　
12
月
17
日
（
月
）
～

　

２
０
１
９
年
１
月
31
日
（
木
）

対
象
者　
市
内
業
者

※
市
内
業
者
の
定
義
は
、
市
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

受付区分
○物品調達
○業務委託（建設工事等
　に係る業務を除く。）

○建設工事
○建設工事等に伴う測量
　・設計等
○簡易な建設工事
　（130 万円未満）

登録期間 2019 年４月１日から
３年間

2019 年４月１日から
２年間

入
札
（
見
積
）
参
加
業

者
を
募
集

　

い
。

 

持
参
ま
た
は
郵
送
等

・

 

本
庁
契
約
検
査
課

　
（
☎
�
４
０
６
４
）

水
道
料
金

　
　
口
座
振
替
は
お
済
み
で
す
か
？

　

市
で
は
、
水
道
料
金
の
お
支
払
い
は
便
利
な
口
座
振
替
を
お

勧
め
し
て
い
ま
す
。（
口
座
振
替
は
、
通
常
26
日
で
す
。）

　

ま
だ
、
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
水
道
課
（
☎
�
２
１
０
２
）

　

高
尾
野
青
年
団
で
は
、「
サ
ン

タ
が
お
う
ち
に
や
っ
て
く
る
」
の

配
達
希
望
家
族
を
募
集
し
ま
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ブ
の
夜
、
青

年
団
員
サ
ン
タ
が
事
前
に
お
預
か

り
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
子
ど
も
た

ち
に
お
届
け
し
ま
す
。
今
年
一
番

の
思
い
出
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

 

12
月
24
日
（
月
）

　

午
後
７
時
～
同
９
時

※
１
家
庭
10
分
程
度

募
集
件
数　
先
着
15
件

 

千
円
（
１
家
庭
当
た
り
）

募
集
期
限　
12
月
10
日
（
月
）

 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請

　

書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た

　

だ
き
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
後
日
打
ち
合
わ
せ
の
ご
連
絡
を

　

し
ま
す
。

※
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
手
数
料
は
、
12

　

月
23
日
（
日
）
午
後
６
時
～
同

　

８
時
に
鶴
の
町
商
工
会
２
階
大

　

会
議
室
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

・

 

本
庁
生
涯
学
習
課

　
（
☎
�
２
２
０
０
）

サ
ン
タ
が
お
う
ち
に

や
っ
て
く
る
！
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県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

で
は
、
パ
ソ
コ
ン
・
基
礎
科
訓
練

生
を
募
集
し
ま
す
。

訓
練
内
容　
パ
ソ
コ
ン
の
技
能
お

　

よ
び
就
職
支
援
等

※
ワ
ー
プ
ロ
・
表
計
算
技
師
を
任

　

意
受
験

訓
練
期
間　
２
０
１
９
年
２
月
８

　

日
（
金
）
～
同
５
月
７
日
（
火
）

訓
練
場
所　
出
水
共
同
高
等
職
業

　

訓
練
校（
出
水
市
野
田
町
上
名
）

定
員　
22
人

 

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
お
よ
び

　

保
険
料
は
自
己
負
担
）

訓
練
生
募
集
期
間

　

11
月
13
日
（
火
）
～
12
月
26
日

　
（
水
）

選
考
試
験　
２
０
１
９
年
１
月
23

　

日
（
水
）

選
考
会
場　
県
立
宮
之
城
高
等
技

　

術
専
門
校

 

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

 

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門

　

校
（
☎
０
９
９
６

－

５
３

－

０

　

２
０
７
）

パ
ソ
コ
ン
・
基
礎
科
訓

練
生
を
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
２
０
１
９
年

４
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、
約
９
万
人
の
学
生
が
、
大
学

を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で

学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が

あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー

や
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な

ど
の
学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

出
願
期
間

　

第
１
回　

12
月
１
日
（
土
）
～

　

２
０
１
９
年
２
月
28
日
（
木
）

　
（
必
着
）

　

第
２
回　

２
０
１
９
年
３
月
１

　

日
（
金
）
～
同
17
日
（
日
）

　
（
必
着
）

※
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

　

ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・

 

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習

　

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
９

－

２
３

　

９

－

３
８
１
１
）

放
送
大
学
入
学
生
募
集

　

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

で
は
、
来
年
度
の
訓
練
生
（
障
が

い
の
あ
る
人
）
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
科
目

　

①
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
科

　

②
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科

　

③
商
業
デ
ザ
イ
ン
科

　

④
Ｏ
Ａ
事
務
科

　

⑤
建
築
設
計
科

　

⑥
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
科
（
流
通
ビ

　

ジ
ネ
ス
科
音
声
パ
ソ
コ
ン
コ
ー

　

ス
）

　

⑦
総
合
実
務
科

訓
練
期
間　
１
年
間

※
②
の
み
２
年
間

訓
練
定
員　
各
20
人

※
⑥
の
み
30
人
、
う
ち
５
人
は
音

　

声
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

募
集
期
限

　

２
０
１
９
年
１
月
24
日
（
木
）

入
校
日

　

２
０
１
９
年
４
月
11
日
（
木
）

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

 

福
岡
障
害
者
職
業
能
力

　

開
発
校
（
☎
０
９
３

－

７
４
１

　
－

５
４
３
１
）

福
岡
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
訓
練
生
を
募
集

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研

修
協
会
で
は
、
春
休
み
期
間
中
の

海
外
研
修
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
10

コ
ー
ス
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

※
コ
ー
ス
に
よ
り
体
験
内
容
・
日

　

程
・
対
象
学
年
等
が
異
な
り
ま

　

す
。

内
容　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
英
語
研

　

修
・
文
化
交
流
・
地
域
見
学
・
野

　

外
活
動
等

研
修
国　
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト

　

ラ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
・
サ
イ
パ
ン

　

・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
フ
ィ

　

リ
ピ
ン
・
カ
ン
ボ
ジ
ア

日
程　
３
月
24
日
～
４
月
５
日
の

　

う
ち
、
６
～
11
日
間

対
象
者

　

小
学
３
年
生
～
高
校
３
年
生

定
員　
各
グ
ル
ー
プ
10
～
20
人

 

25
万
８
千
円
～
49
万
８
千
円

募
集
期
限　
２
月
１
日
（
金
）

※
１
月
25
日
ま
で
に
申
し
込
む
と

　

早
期
割
引
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
説
明
会
は
、
１
月
27
日
（
日
）

　

に
福
岡
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

・

 

公
益
財
団
法
人
国
際
青

　

少
年
研
修
協
会

　
（
☎
０
３

－

６
４
１
７

－

９
７

　

２
１
）

春
休
み
海
外
研
修
交
流

参
加
者
募
集

　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

で
は
、
介
護
・
福
祉
科
訓
練
生
を

募
集
し
ま
す
。

訓
練
内
容　
介
護
の
基
本
的
な
技

　

術
を
習
得
し
、
即
戦
力
と
な
る

　

人
材
の
育
成

取
得
で
き
る
資
格　
介
護
職
員
初

　

任
者
研
修
・
福
祉
用
具
専
門
相

　

談
員

訓
練
期
間　
２
０
１
９
年
２
月
22

　

日
（
金
）
～
同
５
月
21
日
（
火
）

訓
練
場
所　
ニ
チ
イ
学
館
出
水
校

定
員　
22
人

 

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
お
よ
び

　

保
険
料
は
自
己
負
担
）

応
募
資
格　
雇
用
保
険
受
給
者
お

　

よ
び
再
就
職
の
意
欲
が
高
く
、

　

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録

　

し
、
同
所
長
の
受
講
推
薦
が
受

　

け
ら
れ
る
方

訓
練
生
募
集
期
間

　

12
月
14
日
（
金
）
～
２
０
１
９

　

年
１
月
23
日
（
水
）

選
考
試
験　
２
０
１
９
年
２
月
５

　

日
（
火
）

 

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

 

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門

　

校
（
☎
０
９
９
６

－

５
３

－

０

　

７
０
２
）

介
護
・
福
祉
科
訓
練
生

募
集
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こ
ん
包
の
方
法　
イ
ラ
ス
ト
を
参

　

考
に
、
種
類
ご
と
の
決
ま
っ
た

　

方
法
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
保
管
中
の
廃
ビ
ニ
ー
ル
等
は
、

　

強
風
な
ど
で
飛
ば
さ
れ
な
い
よ

　

う
に
飛
散
防
止
対
策
を
確
実
に

　

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 ○
廃
ビ
ニ
ー
ル

　

１
キ
ロ
㌘
当
た
り
40
円

○
廃
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム

　

１
キ
ロ
㌘
当
た
り
40
円

 

Ｊ
Ａ
本
所
資
材
課

　
（
☎
�
２
６
３
２
）

　

本
庁
農
政
課

　
（
☎
�
４
１
２
３
）

支
援
内
容
を
考
え
、専
門
の
機
関
・

団
体
と
連
携
し
て
、
解
決
に
向
け

た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
り
ま

す
。

　

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

 

生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援

　

窓
口
（
本
庁
福
祉
課
内
）

　
（
☎
�
４
１
２
８
）

　

農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
お
よ
び
廃

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム
類
（
マ

ル
チ
類
・
ネ
ッ
ト
類
・
谷
シ
ー
ト
・

肥
料
空
き
袋
・
育
苗
箱
・
コ
ン
テ

ナ
・
パ
レ
ッ
ト
・
農
薬
の
空
き
容

器
等
）
を
収
集
し
ま
す
。

 

12
月
12
日
（
水
）

　

午
前
８
時
～
同
10
時
30
分

 ○
Ｊ
Ａ
本
所
資
材
セ
ン
タ
ー

○
Ｊ
Ａ
出
水
製
茶
工
場
敷
地
内

　

野
田
支
所
総
合
市
民
課

　
（
☎
�
４
８
１
３
）

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

　
（
☎
０
９
９
６

－

２
２

－

２
３

　

０
０
）

日
々
の
生
活
の
中
で
の
不
安
や
困

り
事
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

た
と
え
ば
・
・
・

仕
事
の
こ
と

〇
働
き
た
く
て
も
自
分
に
で
き
そ

　

う
な
仕
事
が
、
な
か
な
か
見
つ

　

か
ら
な
い

〇
す
ぐ
に
仕
事
を
始
め
る
こ
と
へ

　

の
不
安
が
大
き
い

住
ま
い
の
こ
と

〇
失
業
に
よ
っ
て
家
賃
を
払
え
な

　

く
な
り
、
家
を
出
な
け
れ
ば
な

　

ら
な
い

〇
今
現
在
、住
む
と
こ
ろ
が
な
く
、

　

食
べ
る
も
の
や
着
る
も
の
に
事

　

欠
い
て
い
る

生
活
費
の
こ
と

〇
多
額
の
借
金
や
公
共
料
金
の
滞

　

納
が
あ
り
困
っ
て
い
る

〇
家
計
の
や
り
く
り
が
う
ま
く
で

　

き
ず
、
生
活
費
が
足
り
な
い

子
ど
も
・
家
族
の
こ
と

〇
家
に
引
き
こ
も
っ
て
い
る
家
族

　

が
い
る　

な
ど

　

一
人
一
人
の
状
況
に
合
わ
せ
た

　

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ

る
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
悩
み
ご
と
な
ど
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

 

12
月
４
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

市
中
央
公
民
館
お
よ
び
高
尾

　

野
農
業
者
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

 
12
月
10
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

野
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

無
料

法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
本
市
の
人

権
擁
護
委
員

出
水
地
区

　

西
尾  

久
子
さ
ん

　

吉
田  

一
郎
さ
ん

　

井
手
上  

正
弘
さ
ん

　

永
野  

裕
子
さ
ん

　

橋
口  

悦
朗
さ
ん

高
尾
野
地
区

　

家
村  

照
子
さ
ん

　

井
手
上  

文
雄
さ
ん

野
田
地
区

　

平
中  

す
み
子
さ
ん

　

橋
口  

靖
一
さ
ん

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

 

本
庁
市
民
生
活
課

　
（
☎
�
４
０
３
８
）

　

高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課

　
（
☎
�
５
４
１
６
）

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
行
政

の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、
苦
情
や

要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行

政
相
談
委
員
は
、
行
政
の
仕
事
に

関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
、
助
言

や
行
政
機
関
に
対
す
る
改
善
の
申

し
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
、
行
政
相
談
を
行

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

 

12
月
13
日
（
木
）

※
毎
月
第
２
木
曜
日

　

午
前
10
時
～
正
午

 

市
社
会
福
祉
会
館

　

２
階
研
修
室

 

無
料

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

 

本
庁
総
務
課

　
（
☎
�
４
１
２
４
）

　

鹿
児
島
行
政
監
視
行
政
相
談
セ

　

ン
タ
ー
（
☎
０
９
９

－

２
２
４

　
－

３
２
４
７
）

行
政
相
談
委
員
に

　
　
相
談
し
ま
せ
ん
か

相
　
　
　
談

相
　
　
　
談

特
設
人
権
相
談
所
開
設

生
活
に
お
困
り
の
方
を

支
援
し
ま
す

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
を
収
集
し
ま
す

泥やゴミを
落とす

水を入れよく
振って洗浄する

透明なポリ袋
に入れる

ラベルをはがす

フィルム等 肥料袋
こん包は
適正に !!こ ん 包 方 法 同じフィル

ムで縛る

たたんで
縛っておく

灌水チューブ・
ポリマルチ等

フィルムをふろしき包
み状にしたもの

肥料袋に入れたもの

マイカー線・針金で
梱包したもの
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※記号　 …日時　 …場所　 …料金　 …申し込み　 …問い合わせ先



 

本
庁
農
業
委
員
会
事
務
局　

　
（
☎
�
４
１
０
２
）

　

林
業
の
仕
事
に
従
事
し
た
こ
と

が
あ
り
、
当
時
林
退
共
制
度
に
加

入
し
て
い
た
方
ま
た
は
加
入
し
て

い
た
か
も
し
れ
な
い
方
で
、
退
職

金
請
求
手
続
き
を
し
た
お
心
当
た

り
の
な
い
方
は
、
お
気
軽
に
林
退

共
事
業
本
部
ま
た
は
最
寄
り
の
支

部
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、林
退
共
事
業
本
部
で
は
、

被
共
済
者
の
方
に
確
実
に
退
職
金

を
受
け
取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
等

を
目
的
と
し
て
、
現
況
調
査
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
調
査
に
も
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
林
退
共
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職

　

金
共
済
機
構
林
業
退
職
金
共
済

　

事
業
本
部
（
☎
０
３

－

６
７
３

　

１

－

２
８
８
９
）

く
の
河
川
に
見
ら
れ
ま
す
。
数
値

が
高
い
か
ら
汚
染
さ
れ
て
い
る
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

１
０
０
ミ
リ
㍑
当
た
り
１
万
Ｍ
Ｐ

Ｎ
以
上
に
な
る
と
や
や
高
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

河
川
汚
濁
の
原
因
は
、
日
常
生

活
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
活
排
水
、

畜
産
排
水
、
工
業
排
水
な
ど
が
主

な
原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
河

川
の
水
は
農
作
物
の
栽
培
な
ど
に

も
使
用
さ
れ
、
人
が
生
活
し
て
い

く
う
え
で
大
切
な
資
源
で
す
。

　

河
川
を
き
れ
い
に
す
る
た
め

に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

用
語
解
説

ｐ
Ｈ
（
水
素
イ
オ
ン
濃
度
）

　

７
付
近
が
中
性
で
、
７
よ
り
低

　

け
れ
ば
酸
性
、
７
よ
り
高
け
れ

　

ば
ア
ル
カ
リ
性
。

Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求

量
）

　

河
川
な
ど
の
汚
れ
の
程
度
を
示

　

市
で
は
、
河
川
水
質
調
査
を
、

市
内
の
46
地
点
で
実
施
し
ま
し

た
。
主
な
河
川
の
調
査
結
果
は
、

下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

大
腸
菌
群
数
が
高
い
数
値
を
示

し
て
い
ま
す
が
、
大
腸
菌
は
自

然
に
存
在
す
る
も
の
も
あ
る
た

め
、
基
準
値
超
過
は
全
国
的
に
多

市
内
河
川
の

　
　
水
質
調
査
結
果

市内河川の水質調査結果　　　（※ MPN/100ml）

河川・地点名 ｐＨ ＢＯＤ（mg/l） ＳＳ（mg/l） 大腸菌群数（※） 採水日

米ノ津川　広瀬橋 7.7 0.5未満　 　　1.0未満 7,900

2018年
９月18日
　　19日

米ノ津川　六月田橋 7.5 0.5未満　 　　3.0 11,000

浦 田 川 7.2 2.4　　　 　　4.0 540,000

平 良 川　松原橋 7.4 0.5未満　 　　1.0 13,000

高 柳 川　松尾橋 7.6 0.5未満　 　　2.0 92,000

高尾野川　工業団地下 7.5 0.5未満　 　　1.0 24,000

江 内 川　旧島津樋門 7.4 2.3　　　 　10.0 54,000

野 田 川　下高尾野橋 7.3 0.6　　　 　　3.0 2,200

岩 下 川　旭 7.7 1.0　　　 　　4.0 24,000

環境基準値

ｐＨ ＢＯＤ ＳＳ 大腸菌群数
6.5～8.5 ２以下 25以下 1,000以下

　

す
数
値
で
、
数
値
が
低
い
ほ
ど

　

良
い
。

Ｓ
Ｓ
（
浮
遊
物
質
量
）

　

数
値
が
低
い
ほ
ど
濁
り
が
少
な

　

く
、
透
明
度
が
高
い
。

大
腸
菌
群
数

　

一
定
条
件
に
当
て
は
ま
る
細
菌

　

群
の
量
を
数
値
化
し
た
も
の
で
、

　

衛
生
上
の
指
標
。

 

本
庁
生
活
環
境
課

　
（
☎
�
４
０
４
２
）

みんなの川
　みんなできれいに！

　

あ
な
た
の
老
後
生
活
へ
の
備
え

は
十
分
で
す
か
？
年
金
は
家
族
一

人
一
人
に
つ
い
て
準
備
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
国
民
年
金
＋
農
業

者
年
金
で
安
心
で
豊
か
な
老
後
を

迎
え
ま
し
ょ
う
。

　

農
業
者
年
金
（
通
常
加
入
）
へ

は
、
次
の
３
つ
の
要
件
全
て
を
満

た
す
方
な
ら
ど
な
た
で
も
加
入
で

き
ま
す
。

○
60
歳
未
満
の
方

○
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

○
年
間
60
日
以
上
農
業
従
事
者

農
業
者
年
金
の
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

○
積
立
方
式
・
確
定
拠
出
型
で
安
心

○
加
入
・
脱
退
も
自
由

○
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除

○
保
険
料
は
い
つ
で
も
変
更
で
き

　

る
（
月
額
２
万
円
～
６
万
７
千

　

円
ま
で
千
円
単
位
で
）

○
認
定
農
業
者
な
ど
の
担
い
手
に

　

は
保
険
料
の
国
庫
補
助
（
新
規

　

加
入
は
39
歳
ま
で
）

○
80
歳
ま
で
保
証
付
き
の
終
身
年
金

　

農
業
委
員
会
事
務
局
で
は
、
随

時
、
農
業
者
年
金
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
い
つ
で

も
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

農
業
者
年
金
で
生
活
の

安
定
を
考
え
ま
せ
ん
か

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）
の
退
職
金
請

求
に
つ
い
て
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に
い
れ
る
な
ど

○
介
護
や
世
話
の
放
棄
・
放
任

　
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

　

食
事
を
与
え
な
い
、
お
む
つ
を

　

交
換
し
な
い
、受
診
さ
せ
な
い
、

　

劣
悪
な
住
環
境
で
生
活
さ
せ
る

　

な
ど

○
心
理
的
虐
待 

怒
鳴
り
つ
け

　

る
、
の
の
し
る
、
悪
口
を
言
う
、

　

暴
言
・
脅
迫
、
侮
辱
を
込
め
て

　

子
ど
も
の
よ
う
に
扱
う
な
ど

○
性
的
虐
待　

排
泄
の
失
敗
に
対

　

し
て
、
懲
罰
的
に
下
半
身
を
裸

　

に
し
て
放
置
す
る
、
わ
い
せ
つ

　

な
行
為
を
す
る
な
ど

○
経
済
的
虐
待 

本
人
の
日
常

　

生
活
に
必
要
な
金
銭
を
渡
さ
な

　

い
、
使
わ
せ
な
い
、
無
断
で
自

　

宅
等
を
売
却
す
る
な
ど

※
１
「
養
護
者
」
と
は
、
高
齢
者

　

を
養
護
し
て
い
る
（
金
銭
の
管

　

理
、
食
事
の
世
話
や
介
護
な
ど

　

高
齢
者
の
日
常
生
活
に
必
要
な

　

行
為
を
管
理
し
た
り
、
提
供
す

　

る
こ
と
）、
家
族
、
親
族
、
同

　

居
人
等

※
２
「
養
介
護
施
設
従
事
者
」
と

　

は
、
老
人
福
祉
法
や
介
護
保
険

　

法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
高
齢
者

　

向
け
福
祉
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に

　

従
事
す
る
職
員

問
い
合
わ
せ
先
お
よ
び
相
談
窓
口

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
内
）

　
（
☎
�
４
０
５
３
）

　

高
尾
野
支
所
の
新
支
所
庁
舎
建

設
に
伴
い
、
高
尾
野
支
所
の
執
務

室
を
高
尾
野
公
民
館
に
移
転
し
ま

す
。

　

２
０
１
８
年
12
月
21
日
（
金
）

ま
で
は
現
高
尾
野
支
所
で
業
務
を

行
い
、
12
月
25
日
（
火
）
か
ら
高

尾
野
公
民
館
で
業
務
を
開
始
し
ま

す
。

　

ま
た
、
高
尾
野
公
民
館
改
修
工

事
で
利
用
で
き
な
か
っ
た
２
階
の

和
室
、
研
修
室
の
予
約
に
つ
い
て

は
、
２
０
１
９
年
３
月
31
日
ま
で

は
高
尾
野
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
、
２
０
１
９
年
４
月
１
日

か
ら
は
高
尾
野
公
民
館
で
行
い
ま

す
。

　

な
お
、
２
０
１
９
年
２
月
初
旬

か
ら
、
高
尾
野
支
所
庁
舎
の
解
体

作
業
を
始
め
る
予
定
で
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 高

尾
野
支
所
が
高
尾
野

公
民
館
に
移
転
し
ま
す

　

12
月
４
日
か
ら
同
10
日
ま
で
は

「
人
権
週
間
」
で
す
。

　

人
権
週
間
は
、
１
９
４
８
（
昭

和
23
）
年
12
月
10
日
の
国
連
総
会

に
お
い
て
「
世
界
人
権
宣
言
」
が

採
択
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
定

め
ら
れ
た
も
の
で
、
今
年
で
70
周

年
を
迎
え
、
全
国
各
地
で
人
権
に

関
す
る
各
種
の
啓
発
活
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
子
ど
も

や
高
齢
者
へ
の
虐
待
、
女
性
、
障

害
者
等
に
関
す
る
人
権
問
題
、
同

和
問
題
な
ど
が
、
依
然
と
し
て
存

在
し
て
い
ま
す
。
人
権
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
は
、
市
民
一
人
一

人
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、

偏
見
や
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現

に
向
け
て
努
力
を
重
ね
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
皆
さ
ん
も
身
近

な
こ
と
か
ら
人
権
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

重
点
目
標

み
ん
な
で
築
こ
う　
人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち　

　
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う

　
違
い
を
認
め
合
う
心
～

強
調
事
項

○
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
の
人
権
を
守
ろ
う

○
障
害
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差

　

別
を
な
く
そ
う

○
同
和
問
題
に
関
す
る
偏
見
や
差

　

別
を
な
く
そ
う

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
差
別

　

を
な
く
そ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

　

患
者
等
に
対
す
る
偏
見
や
差
別

　

を
な
く
そ
う

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

　

す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

　

権
に
配
慮
し
よ
う　

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

　

人
権
侵
害
を
な
く
そ
う

○
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

　

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ

　

う
○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
や

　

差
別
を
な
く
そ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
偏
見

　

や
差
別
を
な
く
そ
う

○
性
自
認
を
理
由
と
す
る
偏
見
や

　

差
別
を
な
く
そ
う

○
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

○
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
偏

　

見
や
差
別
を
な
く
そ
う

12
月
10
日
か
ら
同
16
日
ま
で
は

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
」
で
す
。

　

２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
６
月

に
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

害
問
題
に
関
す
る
国
民
の
認
識
を

深
め
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
と

連
携
し
つ
つ
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
の
実
態
を
解
明

し
、
そ
の
抑
止
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、「
拉
致
問
題
そ
の
他

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
」
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
ま

し
ょ
う
。

 

本
庁
市
民
生
活
課

　
（
☎
�
４
０
３
８
）

　

高
齢
者
虐
待
は
、
特
別
な
人
や

特
別
な
環
境
だ
け
で
起
こ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
介
護
疲
れ
や

社
会
か
ら
の
孤
立
な
ど
が
要
因
で

起
き
る
割
合
が
高
い
よ
う
で
す
。

　

地
域
で
の
さ
り
げ
な
い
見
守
り

と
声
か
け
が
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
周
り
で
気
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
虐
待
と
は

　

65
歳
以
上
の
方
に
対
し
て
、
養

護
者
（
※
１
）
や
養
介
護
施
設
従

事
者
等
（
※
２
）
が
行
う
次
の
よ

う
な
行
為
を
い
い
ま
す
。

○
身
体
的
虐
待 

た
た
く
、
つ

　

ね
る
、
殴
る
、
蹴
る
、
や
け
ど

　

を
負
わ
せ
る
、
ベ
ッ
ド
に
縛
り

　

つ
け
る
、
無
理
や
り
食
事
を
口

第
70
回
人
権
週
間

人
権
に
つ
い
て
考
え
よ
う

高
齢
者
虐
待
を

　
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！
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品
）の
こ
と
で
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
の
状
況
を
１
月
末
ま
で
に
市

町
村
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

市
か
ら
償
却
資
産
申
告
書
を
12

月
中
に
送
付
し
ま
す
。
新
し
く
事

業
を
始
め
ら
れ
た
方
や
申
告
書
が

届
か
な
い
事
業
者
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設

　

備（
太
陽
光
発
電
設
備
）、
汚
水

　

ま
た
は
廃
液
の
処
理
施
設
、
除

　

害
施
設
、
ガ
ス
事
業
用
資
産
等

　

に
つ
い
て
は
、
課
税
標
準
の
特

　

例
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
の
で
、
対
象
資
産
に
つ
い

　

て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限　
２
０
１
９
年
１
月
31

　

日（
木
）

 

本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
（
☎
�
４
０
３
２
）

　

税
務
課
で
は
、
２
０
１
９
年
度

の
固
定
資
産
の
評
価
に
必
要
な
こ

と
か
ら
、
３
月
ま
で
土
地
の
現
況

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

調
査
に
は
、
固
定
資
産
評
価
補

助
員
証
を
携
帯
し
た
税
務
課
職
員

が
、
調
査
の
対
象
と
な
る
場
所
に

お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
調
査
に
対

す
る
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

12 月の植木市
〇出水植木市場（ゴルフ場近く）
　12 月２日、12 日、22 日

〇高尾野植木市場（ＪＡ本所近く）
　12 月７日、17 日

セリには誰でも参加できます。
ぜひご来場ください♪

　

所
得
税
や
市
・
県
民
税
の
障
害

者
控
除
は
、
障
害
者
手
帳
に
よ
り

控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
障
害

者
手
帳
を
お
持
ち
で
な
く
て
も
、

65
歳
以
上
で
一
定
の
基
準
を
満
た

す
方
は
、「
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
」
を
提
示
す
る
こ
と
で
、

同
じ
く
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

認
定
書
は
、市
役
所
に
申
請
し
、

審
査
基
準
を
満
た
す
方
に
交
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
交
付
を
希
望
さ
れ

る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
に
は
印
鑑
（
申
請
者
と
対
象
者

が
異
な
る
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
印

鑑
） 

が
必
要
で
す
。

対
象
者

　

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
要
介
護

　

認
定
を
受
け
て
い
る
方
で
、
寝

　

た
き
り
や
準
寝
た
き
り
の
状
態

　

に
あ
る
方
、
障
害
者
手
帳
保
持

　

者
に
準
ず
る
身
体
の
状
態
に
あ

　

る
と
認
め
ら
れ
る
方

※
要
介
護
認
定
者
で
も
、
対
象
と

　

な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

・

 

本
庁
い
き
い
き
長
寿
課

　
（
☎
�
４
０
４
６
）

税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課

　
（
☎
�
４
０
３
１
）

所
得
税
、
市
・
県
民
税

の
軽
減

　

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者

は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
登
記

簿
上
の
所
有
者
と
な
っ
て
い
ま

す
。
年
の
途
中
で
売
買
、
相
続
、

贈
与
等
で
登
記
さ
れ
て
も
、
４
月

１
日
か
ら
始
ま
る
そ
の
年
度
の
分

と
し
て
課
税
さ
れ
る
固
定
資
産
税

の
納
税
義
務
者
は
変
更
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
年
中
に
住
宅
や
倉
庫

等
の
家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
さ

れ
た
方
で
家
屋
調
査
が
済
ん
で
い

な
い
方
は
本
庁
税
務
課
ま
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、住
宅
用
地
に
つ
い
て
は
、

特
例
に
よ
り
固
定
資
産
税
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

 

本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
（
☎
�
４
０
３
２
）

～
市
内
の
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
～

　

償
却
資
産
と
は
、製
造
や
小
売
、

農
業
な
ど
の
事
業
を
個
人
や
会
社

で
営
ん
で
い
る
方
が
、
そ
の
事
業

の
た
め
に
所
有
さ
れ
て
い
る
土

地
、家
屋
以
外
の
事
業
用
資
産（
構

築
物
、
機
械
、
装
置
、
船
舶
、
車

両
、
運
搬
具
、
工
具
、
器
具
、
備

固
定
資
産
税
の
課
税

償
却
資
産
（
固
定
資
産
）

の
申
告

土
地
の
現
況
調
査

 

本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
（
☎
�
４
０
３
２
）

　

２
０
１
９
年
１
月
か
ら
個
人
納

税
者
の
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
手
続

き
が
よ
り
便
利
に
な
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式 

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い

て
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
経
由
ま
た
は

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

か
ら
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
へ
ロ
グ
イ
ン
す

る
だ
け
で
、
よ
り
簡
単
に
ｅ

－

Ｔ

ａ
ｘ
の
利
用
を
開
始
し
、
申
告
等

デ
ー
タ
の
送
信
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
初
期
設
定

　

お
よ
び
申
告
等
デ
ー
タ
の
送
信

　

に
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ

　

イ
タ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
お
よ
び

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
お

持
ち
で
な
い
方
に
つ
い
て
は
税
務

署
で
職
員
と
の
対
面
に
よ
る
本
人

確
認
等
に
基
づ
い
て
税
務
署
長
が

通
知
し
た
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の

み
で
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

｢

確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー｣

か
ら
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
送
信
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
２
０
１
８
年
１
月
以

降
、
確
定
申
告
会
場
な
ど
で｢

Ｉ

Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
の
届
出
完

了
通
知｣

を
受
け
取
ら
れ
た
方
は
、

既
に
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
に

対
応
し
た
Ｉ
Ｄ
を
お
持
ち
で
す
の

で
、
お
手
元
の
申
告
書
等
の
控
え

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
個
人
納
税
者
に
係
る
ｅ

－

Ｔ
ａ

　
ｘ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ッ
ク
ス
の

　

閲
覧
に
つ
い
て
は
、
セ
キ
ュ
リ

　

テ
ィ
対
策
の
観
点
か
ら
、
２
０

　

１
９
年
１
月
以
降
、
原
則
と
し

　

て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
の

　

電
子
証
明
書
が
必
要
に
な
り
ま

　

す
。

　

詳
し
く
は
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
利
用
の

　
簡
便
化
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動
）
申
告
書
（
以
下
「
扶
養
控

　

除
等
申
告
書
」と
い
い
ま
す
。）」

　

に
、
給
与
所
得
者
本
人
、
控
除

　

対
象
配
偶
者
、
控
除
対
象
扶
養

　

親
族
等
の
個
人
番
号
を
記
載
す

　

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
２
０
１
７
年
１
月
１
日

　

以
後
に
支
払
い
を
受
け
る
べ
き

　

給
与
に
係
る
扶
養
控
除
等
申
告

　

書
に
つ
い
て
は
、
給
与
支
払
者

　

が
従
業
員
等
の
個
人
番
号
等
を

　

記
載
し
た
帳
簿
を
備
え
て
い
る

　

場
合
に
は
、
そ
の
帳
簿
に
記
載

　

さ
れ
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
扶

　

養
控
除
等
申
告
書
に
個
人
番
号

　

の
記
載
を
要
し
な
い
も
の
と
さ

　

れ
ま
し
た
。

※
年
末
調
整
関
係
書
類
の
う
ち
、

　
「
給
与
所
得
者
の
保
険
料
控
除

　

申
告
書
」、「
給
与
所
得
者
の
配

　

偶
者
控
除
等
申
告
書
」、「
給
与

　

所
得
者
の
（
特
定
増
改
築
等
）

　

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
申
告

　

書
」
は
、
２
０
１
６
年
４
月
１

　

日
以
後
に
提
出
す
る
も
の
か
ら

　

個
人
番
号
の
記
載
を
要
し
な
い

　

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

　

12
月
は
、
給
与
等
に
係
る
源
泉

所
得
税
の
年
末
調
整
の
月
で
す
。

　

毎
月
の
給
与
等
か
ら
源
泉
徴
収

さ
れ
た
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別

所
得
税
の
１
年
間
の
合
計
額
（
以

下
「
源
泉
徴
収
税
額
」
と
い
い
ま

す
。）
と
、
そ
の
年
の
給
与
総
額

に
対
す
る
年
税
額
と
は
一
致
し
な

い
の
が
普
通
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
源
泉
徴
収
税
額
の

過
不
足
分
を
精
算
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
手
続
き
を
「
年
末

調
整
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

多
く
の
給
与
所
得
者
は
、
年
末

調
整
に
よ
り
、
そ
の
年
の
納
税
を

完
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
年

末
調
整
が
正
し
く
行
わ
れ
る
た
め

に
は
、
勤
務
先
に
扶
養
親
族
や
保

険
料
な
ど
の
申
告
を
正
し
く
行
う

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

２
０
１
８
年
分
以
後
の
所
得
税

に
つ
い
て
は
、
配
偶
者
控
除
お
よ

び
配
偶
者
特
別
控
除
の
控
除
額
等

が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

配
偶
者
控
除
お
よ
び
配
偶
者
特
別

控
除
の
控
除
額
の
改
正 

○
配
偶
者
控
除
の
控
除
額
が
改
正

　

さ
れ
た
ほ
か
、
給
与
所
得
者
の

　

合
計
所
得
金
額
が
１
千
万
円
を

　

超
え
る
場
合
に
は
、
配
偶
者
控

　

除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で

　

き
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

○
配
偶
者
特
別
控
除
の
控
除
額
が

　

改
正
さ
れ
た
ほ
か
、
対
象
と
な

　

る
配
偶
者
の
合
計
所
得
金
額
が

　

38
万
円
超
１
２
３
万
円
以
下
と

　

さ
れ
ま
し
た
。

扶
養
親
族
等
の
数
の
算
定
方
法
の

変
更

○
扶
養
親
族
等
の
数
の
算
定
に
当

　

た
り
、
配
偶
者
が
源
泉
控
除
対

　

象
配
偶
者
に
該
当
す
る
場
合
に

　

は
、
扶
養
親
族
等
の
数
に
１
人

　

を
加
え
て
計
算
し
、
ま
た
、
同

　

一
生
計
配
偶
者
が
障
害
者
に
該

　

当
す
る
場
合
に
も
、
扶
養
親
族

　

等
の
数
に
１
人
を
加
え
て
計
算

　

す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除
等
申
告

書
等
の
様
式
変
更
等

○｢

給
与
所
得
者
の
配
偶
者
特
別

　

控
除
申
告
書｣

が｢

給
与
所
得

　

者
の
配
偶
者
控
除
等
申
告
書｣

　

に
改
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
配 

　

偶
者
控
除
ま
た
は
配
偶
者
特
別

　

控
除
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す

　

る
給
与
所
得
者
は
、
そ
の
年
の

　

年
末
調
整
の
時
ま
で
に
給
与
等

　

の
支
払
者
に
当
該
申
告
書
を
提

　

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

　

と
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導

　

入
に
伴
い
、給
与
所
得
者
は「
給

　

与
所
得
者
の
扶
養
控
除
等
（
異

給
与
所
得
者
の
年
末
調
整

栫
かこい

　美
み ゆ き

幸さん
出水市の好きなところは？
　若い人が頑張って楽しいイ
ベントを開催してくれるの
で、老若男女関係なく楽しそ
うにしているところ。
出水市に望むことは？　
　待機児童を１人でも減らし
子育てされている方にとっ
て、子育てしやすい環境を
作ってほしい。

中
なかむら

村　あかりさん
出水市の好きなところは？
　自然豊かで食べ物や空気が
おいしく、何より市外の人に
自慢したいくらい人が温かく
て住みやすいところ。
出水市に望むことは？　
　幅広い年代の方々が楽しく
遊べるような広～い運動公園
があったら、人と人との関わ
りが増えてニコニコ笑顔のあ
ふれる町になりそう。

野
田
図
書
館
・
史
料
館
お
よ
び

高
尾
野
郷
土
館
・
古
城
画
伯
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
館

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

野
田
図
書
館
・
史
料
館
と
高
尾
野
郷
土
館
・
古
城
画
伯
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
館
で
は
、貴
重
な
歴
史
資
料
を
害
虫
な
ど
か
ら
守
り
、末
永
く
保
存
・

展
示
し
て
い
く
た
め
に
、
館
内
の
消
毒
・
く
ん
蒸
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
期
間
は
敷
地
内
へ
の
立
ち
入
り
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

臨
時
休
館
の
期
間

○
野
田
図
書
館
・
史
料
館　

12
月
３
日
（
月
）
～
同
６
日
（
木
）

○
高
尾
野
郷
土
館
・
古
城
画
伯
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
館

　

12
月
６
日
（
木
）
～
同
９
日
（
日
）

※
正
面
玄
関
横
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
も
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

期
間
中
に
本
を
返
却
さ
れ
る
場
合
は
、
市
中
央
図
書
館
、
高
尾
野

　

図
書
館
ま
た
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
（
市
役
所
本
庁
、
米
ノ
津
公
会
堂
、

　

西
町
公
民
館
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

市
中
央
図
書
館
（
☎
�
２
１
０
５
）
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将
来
、
マ
マ
に
パ
パ
に
な

り
た
い
あ
な
た
た
ち
へ

　

本
市
で
は
、
市
内
の
中
学
１
年

生
向
け
に
「
命
の
教
育
」
と
題
し

て
出
前
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
授
業
で
は
、
助
産
師
に
よ
る

講
話
や
産
婦
さ
ん
・
赤
ち
ゃ
ん
と

の
触
れ
合
い
体
験
を
通
し
て
命
の

大
切
さ
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
受

精
・
着
床
・
妊
娠
の
一
連
の
流
れ

を
伝
え
、
妊
娠
・
出
産
す
る
こ
と

は
当
た
り
前
の
こ
と
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
「
不
妊
」
に

つ
い
て
お
話
し
て
い
き
ま
す
。

不
妊
の
前
に
…
妊
娠
っ
て
？

　

下
図
の
と
お
り
、
卵
子
と
精
子

が
出
会
い
、
精
子
が
卵
子
の
中

に
侵
入
す
る
こ
と
で
受
精
を
し

（
③
）、
そ
の
受
精
卵
が
子
宮
に
着

床
す
る
こ
と
で
（
⑤
）
初
め
て
妊

娠
が
成
立
す
る
の
で
す
。

卵
子
は
月
経
の
た
び
に
作
ら
れ
て

い
る
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

精
子
は
思
春
期
を
迎
え
る
と
精

巣
内
に
お
い
て
毎
日
作
ら
れ
始
め

ま
す
。
し
か
し
、
卵
子
は
胎
児
の

と
き
に
一
生
分
の
数
が
作
ら
れ
、

胎
児
の
時
に
７
０
０
万
個
あ
っ
た

卵
子
の
元
は
生
ま
れ
る
と
き
に
は

数
百
万
個
に
減
り
、
思
春
期
に
な

る
と
40
万
個
ま
で
減
り
、
さ
ら
に

40
歳
を
過
ぎ
る
と
卵
子
の
元
自
体

も
年
を
と
り
、
数
も
５
０
０
０
個

を
割
る
ま
で
に
減
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
し
て
、
老
化
し
た
卵
子
は

受
精
だ
け
で
な
く
、
着
床
も
し
に

く
く
な
り
ま
す
。
た
だ
し
精
子
に

も
老
化
が
あ
り
、
40
歳
代
に
な
る

と
運
動
率
、
質
が
低
下
し
、
50
歳

を
過
ぎ
る
と
遺
伝
子
の
異
常
が
起

こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

不
妊
っ
て
？

　

不
妊
と
は
「
生
殖
年
齢
の
男
女

が
妊
娠
を
希
望
し
、
あ
る
一
定
期

間
、
避
妊
す
る
こ
と
な
く
通
常
の

性
交
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
妊
娠
の
成
立
を

み
な
い
場
合
を
い
う
」
と
日
本
産

科
婦
人
科
学
会
よ
り
定
義
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

不
妊
の
原
因
は
？

　

妊
娠
す
る
の
が
女
性
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
不
妊
は
女
性
だ
け
の

問
題
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
原

因
は
女
性
の
み
30
㌫
、
男
性
の
み

30
㌫
、
両
方
10
㌫
、
検
査
を
し
て

も
原
因
と
な
る
問
題
が
見
つ
か
ら

な
い
場
合
も
25
㌫
ほ
ど
あ
り
ま

す
。

不
妊
か
な
？
と
思
っ
た
ら
・
・
・

　

今
で
は
10
組
に
１
組
の
カ
ッ
プ

ル
は
不
妊
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

妊
娠
・
出
産
は
夫
婦
に
と
っ
て
、

と
て
も
大
切
な
こ
と
。
不
妊
か

も
？
と
思
っ
た
ら
、
で
き
る
だ
け

早
め
に
ご
夫
婦
で
相
談
さ
れ
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

　

鹿
児
島
大
学
病
院（
専
門
相
談
）

　
（
☎
０
９
９

－

２
７
５

－

６
８

　

３
９
）

　

出
水
保
健
所
（
一
般
相
談
）

　
（
☎
�
１
６
３
６
）

膣から入り、子宮→卵管へ
のぼっていく精子

② 精子と卵子が
出会う（受精）

細胞分裂しながら
卵管を移動する受精卵

⑤
排卵

着床
③

④

①

～お願いとご案内～

看
護
師
（
正
規
職
員
）

の
随
時
募
集

　

当
院
で
は
、
す
ぐ
に
で

も
働
い
て
い
た
だ
け
る
看

護
師
の
方
に
、
３
年
以
上

勤
務
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
条
件
に
、
支
度
金
と
し

て
36
万
円
を
交
付
す
る
制

度
を
始
め
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る

病
院
を
目
指
し
、
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
12
月
４
日
（
火
）
高
尾

野
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、

午
後
６
時
30
分
か
ら
の
開
催
で

す
。

　

午
後
６
時
か
ら
健
康
相
談
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
座
談
会
）
開
催
中
！

 出水総合医療センター経営企画課（☎ 67 － 1611）

　

当
院
の
夜
間
救
急
外
来
の
当
直

医
師
は
、
外
傷
や
救
急
車
搬
送
の

重
症
の
方
の
対
応
の
ほ
か
、
入
院

患
者
の
容
態
の
急
変
に
も
対
応
し

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
で
き
る
だ
け
医
師
の

負
担
を
軽
減
し
、
地
域
の
救
急
医

療
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
と
し

て
、
野
田
診
療
所
に
夜
間
一
次
救

急
診
療
所
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

年
中
無
休
で
午
後
７
時
か
ら
午

後
11
時
ま
で
診
療
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、軽
症
と
思
わ
れ
る
方
は
、

夜
間
一
次
救
急
診
療
所
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

夜
間
の
救
急
外
来

146
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断
る
と
き
は
、
は
っ
き
り
と
！

　
「
注
文
い
た
だ
い
た
健
康
食
品

を
送
り
ま
す
」
な
ど
と
電
話
が
あ

り
、
申
し
込
ん
で
い
な
い
と
伝
え

て
も
、
強
引
に
健
康
食
品
を
送
り

付
け
ら
れ
た
と
い
う
事
例
が
多
く

み
ら
れ
ま
す
。

　

断
る
と
き
は
、
は
っ
き
り
と
断

り
ま
し
ょ
う
。

事
例

　
「
１
カ
月
前
に
注
文
を
受
け

た
健
康
食
品
が
出
来
上
が
っ
た

の
で
、
お
届
け
し
ま
す
。」
と
、

突
然
電
話
が
あ
っ
た
。
金
額
は

２
万
５
千
円
だ
と
い
う
。

　
「
そ
ん
な
に
高
額
な
健
康
食
品

は
注
文
し
て
い
な
い
。」
と
答
え

た
が
、「
注
文
し
て
い
る
の
で
受

け
取
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
困
る
。」

と
言
わ
れ
た
。

　

そ
の
言
い
方
が
怖
か
っ
た
の

で
、「
今
回
限
り
で
す
よ
。」と
言
っ

て
し
ま
っ
た
。

　

商
品
が
届
い
た
の
で
代
金
を
支

払
っ
た
が
、
納
得
い
か
な
い
。

※
事
例
で
は
、
注
文
し
た
覚
え
の

　

な
い
品
物
の
購
入
に
つ
い
て
、

　

電
話
で
の
脅
迫
じ
み
た
勧
誘
に

　

思
わ
ず
了
承
し
て
し
ま
っ
て
い

　

ま
す
。

　
「
今
回
限
り
」
と
断
っ
て
は
い

　

ま
す
が
、
１
回
で
終
わ
る
と
は

　

限
り
ま
せ
ん
。

被
害
に
合
わ
な
い
た
め
に　

〇
申
し
込
ん
だ
覚
え
が
な
く
購
入

　

す
る
つ
も
り
も
な
け
れ
ば
、
電

　

話
が
あ
っ
た
と
き
に
、
き
っ
ぱ

　
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

〇
商
品
が
届
い
て
も
、
代
金
を
支

　

払
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
事
業

　

者
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
メ

　

モ
し
た
上
で
、「
受
け
取
り
拒

　
否
」
を
し
ま
し
ょ
う
。

〇
自
分
だ
け
で
判
断
で
き
な
い
場

　

合
は
、
家
族
等
に
相
談
す
る
こ

　
と
も
大
切
で
す
。

〇
電
話
で
断
り
切
れ
ず
商
品
が
届

　

い
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、
ク

　

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
消
費

　
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
ご
相
談
く

　
だ
さ
い
。

注
文
し
た
覚
え
が
な
い
健
康
食
品

を
送
り
付
け
ら
れ
た
！

※
注
意
事
項

・
委
託
事
業
者
の
担
当
者
が
戸
別

訪
問
で
納
付
の
ご
案
内
を
す
る
際

は
、
日
本
年
金
機
構
が
発
行
し
た

顔
写
真
入
り
の
証
明
書
を
提
示
し

ま
す
。

・
戸
別
訪
問
の
際
に
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
書
を
お
持
ち
で
な

い
方
か
ら
、
保
険
料
を
預
か
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
委
託
事
業
者
が
金
融
機
関
の
口

座
を
指
定
し
て
保
険
料
の
振
り
込

み
を
指
示
し
た
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操

作
を
求
め
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
不
審
に
思
わ
れ
た
場
合

は
そ
の
場
で
対
応
せ
ず
市
役
所
や

川
内
年
金
事
務
所
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

民
間
委
託
事
業
者
に
つ
い
て

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年

金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る

方
に
対
し
て
の
電
話
や
文
書
、
戸

別
訪
問
に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
や

保
険
料
の
収
納
業
務
を
民
間
事
業

者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

委
託
さ
れ
て
い
る
民
間
委
託
事

業
者
は
都
道
府
県
ご
と
に
異
な
っ

て
お
り
、
鹿
児
島
県
は
『
日
立
ト

リ
プ
ル
ウ
イ
ン　

株
式
会
社
』
が

担
当
し
て
い
ま
す
。

　

委
託
事
業
者
か
ら
保
険
料
の
納

付
や
免
除
・
猶
予
の
案
内
が
あ
り
、

手
続
き
が
必
要
な
場
合
は
市
役
所

本
庁
・
各
支
所
の
年
金
担
当
窓
口

で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

開 催 日　１月 24 日（木）
開 催 場 所　本庁１階　多目的ﾎｰﾙ
開 催 時 間
　午前 10 時～午後 3 時 30 分

（正午～午後 1 時除く）
相談内容

老齢年金、遺族年金等の請求手続
き、年金受給見込額　など

相 談 員
　川内年金事務所職員
予約受付期間
　各開催日の１カ月前～１週間前
予約申込先
　本庁市民生活課　住民年金係
    ☎ 63 － 2111（内線 1537・1538）
※年金相談は１日につき最大で 18

人（午前 8 人、午後 10 人）で先
着順となります。

１月　出水地区年金相談
（月１回開催・完全予約制）

年
金
の
時
効
に
つ
い
て

　

年
金
を
受
給
す
る
権
利
は
、
権

利
が
発
生
し
て
か
ら
一
定
期
間
を

経
過
し
た
と
き
は
時
効
に
よ
り
消

滅
し
ま
す
。（
年
金
記
録
訂
正
の

場
合
は
時
効
と
な
り
ま
せ
ん
。）

　

本
来
、
年
金
を
受
給
で
き
る
方

が
、
自
分
は
年
金
が
受
給
で
き
な

い
と
思
い
、
請
求
手
続
き
を
し
な

か
っ
た
ケ
ー
ス
等
が
該
当
し
ま

す
。
時
効
が
成
立
し
た
期
間
に
請

求
手
続
き
を
し
て
も
年
金
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

　

年
金
の
種
類
と
時
効
の
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

老
齢
年
金　

…
５
年

　

障
害
年
金　

…
５
年

　

遺
族
年
金　

…
５
年

　

未
支
給
年
金
…
５
年

　

死
亡
一
時
金
…
２
年

　

60
歳
代
前
半
で
厚
生
年
金
に
加

入
し
て
働
い
て
い
る
方
や
亡
く
な

ら
れ
た
年
金
受
給
者
の
ご
遺
族
の

方
な
ど
の
請
求
漏
れ
が
多
い
の

で
、
ま
だ
請
求
し
て
い
な
い
と
い

う
方
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
手
続
き
先

▽
本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

▽
高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課

▽
野
田
支
所
総
合
市
民
課

　
（
☎
�
２
１
１
１
：
代
表
）

▽
川
内
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
９
９
６

－

２
２

－

５
２

　

７
６
）

 

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
本
庁
生
活
環
境
課
内
）

　
（
☎
�
６
２
０
３
）
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「君と会えたから・・・」 作：喜多川 泰 

月 日（金）公民館講座「だっこ 絵本」に講師と

して参加しました。乳幼児期の読み聞かせの大切さやおすすめ

の本の紹介、市の読書推進事業についての紹介などを行いまし

た。

読書推進室職員による大型絵本の読み聞かせや、親子でお気

に入りの本を選んで、その本を読み聞かせするなどし、参加者

の皆さんが楽しく絵本に触れている様子が印象的でした。

「だっこ 絵本」は計４回の講座で、第２回以降は、市内

読書ボランティアが講師として参加しました。

   
 
 
 
 

 

「読書活動日本一の 

まちづくり」を目指して 

読書活動に関する問合せ先

読書推進室

電話 ６３－４１２１

６３－２２０２

２
０
１
８
年

月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
、
「
平
成
二

十
九
年
度
読
書
標
語
審
査
会
特
選
作
品
」
の
紹
介
記
事

で
「
川
畑

寛
陣
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
川

畑

寛
仁
」
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
、
訂
正
し
ま
す
。

・
手
に
取
っ
て

変
わ
り
ゆ
く
心

変
わ
り
ゆ
く
人

（

野

田

中

川

畑

寛

仁

）

 

第３土曜日は「市民読書の日」
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

将来自分がやりたいことは何なのか、生きるとは

どういうことなのか、と思ったときに、この本の

まえがきにひかれ読み始めました。小説なので最

初はあまり読む気がしなかったのですが、ページ

をめくるたびに「人生」における、さまざまな発

見や学びをすることができ、読み終わったころに

は、「この本に出会えてよかった。」というような

気持ちになることができました。いままでの考え

方を °変えてくれるような本なので、将来や

生きることについて考えている人に、ぜひ読んで

ほしい一冊です。

 

いよいよ。クリスマスが近づいてき

ました！子どもたちは絵本を見るこ

とはもちろん、家族の方に読んでもら

うことも大好きです！この機会にク

リスマスにまつわる絵本などを読ん

でみませんか？

また、市立図書館でもクリスマスに

関連する絵本などを多く取り揃えて

おりますので、ぜひこの機会に図書館

を利用してみませんか？
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≪幼児・小学生≫
● くろいの　　　　　　　　　　　　　田中　清代　作
● ぼくたちのプレゼントはどこ？　リチャード・スキャリー　作
● こすずめとゆき　　　　　　　　　深山　さくら　文
● ソロモンの白いキツネ　　　ジャッキー・モリス　著
● ねこのピート　クリスマスをとどけよう　エリック・リトウィン　作
● そらはあおくて　　　　シャーロット・ゾロトウ　文
● おばあちゃんのおくりもの　キャリー・ガラッシュ　文
● メガネくんとハダシくん　　　　　　二見　正直　作
● キツネのはじめてのふゆ　マリオン・デーン・バウアー　作
● キラキラッとほしがかがやきました　宮西　達也　作・絵

・・・・・等
≪中学生・高校生≫
● 白の王　　　　　　　　　　　　　　廣嶋　玲子　著
● ヴンダーカンマ―　　　　　　　　　　樫崎　茜　著
● １４歳、明日の時間割　　　　　　鈴木　るりか　著

・・・・・等
≪一般≫
● 手をつないだままさくらんぼの館で　令丈　ヒロ子　著
● 流砂　　　　　　　　　　　　　　　黒井　千次　著
● 見返り検校　　　　　　　　　　　　　乾　緑郎　著
● 穴あきエフの初恋祭り　　　　　　多和田　葉子　著
● どんまい　　　　　　　　　　　　　　重松　清　著
● 猫がいなけりゃ息もできない　　　　村山　由佳　著
● ダンデライオン　　　　　　　　　　中田　永一　著
● 白いジオラマ　　　　　　　　　　　堂場　瞬一　著
● 沈黙のパレード　　　　　　　　　　東野　圭吾　著
● 凛の弦音（つるね）　　　　　　　我孫子　武丸　著
● 探偵は教室にいない　　　　　　　　川澄　浩平　著
● リベンジ　　　　　　　　　　　　　柴田　哲孝　著
● 建設現場　　　　　　　　　　　　　坂口　恭平　著
● 雨上がりの川　　　　　　　　　　　森沢　明夫　著
● 男たちの船出　　　　　　　　　　　　伊東　潤　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開館時間 12月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
午前９時～午後８時
土曜・日曜日、祝日
午前９時～午後６時

17日
29日～1月4日

高尾野図書館
（☎ 82 ｰ 5452）

午前９時～午後６時

21日
29日～1月4日
3日～6日（くん蒸のため）

21日
29日～1月4日

野田図書館
（☎ 84 ｰ 3100）

12 月のおはなし会・親子読書会のご案内

中 央 図 書 館 おはなしのへや
（毎週水曜日）

5、12、19、26日
午後４時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

3、10、17、24日
午後４時～

親子読書教室
「すくすく」

11日（火）
午前10時30分～

野 田 図 書 館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

13、20、27日
午後４時～

だっこでギュッ くん蒸のため、お休みです

夜のおはなし会 23日（日）午後7時～

2018 年 12月　移動図書館運行表

ステーション名 運行時間
運行日

12 月

第１・３
火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20

４日
18日

平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14：20～14：40
茶円堀団地広場 14：50～15：10
鹿島自治公民館 15：20～15：40

第１・３
水曜日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
５日
19日

菅原神社（荘上・荘下） 14：10～14：30
ウッドタウン自治公民館 14：45～15：05

第１・３
木曜日

太田原住宅 10：30～10：50
６日
20日

上場集落 13：45～14：05
宮之元集落 14：25～14：45
不動野集落 14：55～15：15

第２・４
木曜日

内野々下自治公民館 10：00～10：20
13日
27日

受口自治公民館 10：40～11：00
熊野神社前 14：10～14：30

第２・４
金曜日

鶴亀タウン 9：40～10：00

14日
28日

元町自治公民館 10：15～10：35
今釜西自治公民館 10：50～11：10
鶴水園 14：10～14：40
米ノ津駅前広場 14：55～15：15

http://www.izumi-library.jp/
出水市立図書館　トップページ 検 索

　読書週間初日の10月27日、市中央図書館で夜の
おはなし会を行いました。
　絵本の読み聞かせやペープサート、エプロンシアター
など、楽しいひと時を過ごしていただきました。
　当日はお姫さまや魔女などの衣装を着て参加してく
れた子どもたちもいました。

ある日の図書館
～夜のおはなし会～
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　10月20日（土）、出水市武道館で「第13

回出水地区ちびっこ相撲大会」が開催され、

出水地区の小・中学校から18校、162人が

参加して行われました。

　本大会の入賞者とは別に、他の模範とな

るような力士、学校に、出水市防犯協会長

から努力賞と礼節賞が贈られました。

＜礼節賞＞

・江内小学校　（下学年）

・東出水小学校（上学年）

＜努力賞＞

・七社日向雅さん

　（鶴荘学園２年）

　　 ・小泉菜南子さん

　 　　（鷹巣小３年）　 　（下水流小５年）

問い合わせ先 出水市防犯協会６３－１５００

＜出水警察署管内＞

※（　）内の数字は前年同期比

(±0)

累　　　計

10  月  中
２０１８年

・山口弦汰さん

＜平成３０年１２月号＞

セキュリティタウン 安心の街 いずみ

発生件数 死　者 負傷者

（暫定値）

２０１８年

交通事故発生状況（人身）

出水地区ちびっ子相撲大会

出水場所開催！！

うそ電話詐欺被害認知件数（県内）

［１～８月］ ［９月中］

○振り込め詐欺 ○振り込め詐欺

件 １件

約 万円

○振り込め詐欺以外 ○振り込め詐欺以外

５件 ０件

約 万円

＜１月～９月中の主な内容＞

○振り込め詐欺

・オレオレ詐欺が６件で約 万円

・架空請求詐欺が 件で約 万円

・融資保証金詐欺が３件で約 万円

・還付金等詐欺が１件で約 万円

○振り込め詐欺以外

・金融商品等取引名目が２件で

約 万円

・ギャンブル必勝法情報提供名目が１件で

約 万円

・異性との交際あっせん名目が２件で

約 万円

うそ電話詐欺の被害防止
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　10月16日、出水消防署で一般消防協力者表彰を受
けた高野亮一さん（写真前列右から２番目）・綾さん

（前列左から２番目）夫婦。
　高野さん夫婦は、９月に中央町で発生した救急事
案で、屋外で倒れている患者を発見すると、すぐに
現場に駆けつけて、夫婦で協力して119番通報およ
び心肺蘇生法を実施しました。２人の迅速な対応は、
患者の一命を取り留める一因になりました。

迅
速
な
応
急
手
当

一
般
消
防
協
力
者
表
彰

　10月28日、みそなめての碑公園で小原地区むらづ
くり委員会が主催する「第18回味噌なめてまつり収
穫祭」が開催されました。これは、人力で農地を切
り開いた先人に感謝し、収穫の喜びを分かち合い、
交流しようと開催されたもので、「新地節」などの伝
統芸能の披露、大声コンテストや餅投げなどもあり、
約250人の市民でにぎわいました。

収
穫
の
喜
び
を
分
か
ち
合
う

味
噌
な
め
て
ま
つ
り

上
山
崎
自
治
会
初
優
勝

自
治
会
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　10月14日、第13回自治会対抗ソフトボール決勝大
会が開催されました。
　各地区の予選会を勝ち抜いた16チームが出場し、
手に汗握る熱戦が繰り広げられました。
　決勝戦では、上山崎自治会の打線がつながり、清
水自治会を５対４で下し、初優勝に輝きました。　
優　勝　上山崎自治会　準優勝　清水自治会
第３位　町・別府自治会、浦窪自治会

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
あ
り
が
と
う

子
育
て
支
援
室

　

10
月
９
日
、
出
水
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、「
子
育
て
支

援
室
」利
用
の
親
子
と「
出
水
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」利
用
の

高
齢
者
の
方
々
と
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

０
歳
か
ら
３
歳
の
子
ど
も
た
ち
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
中
か
ら
、
10
月
生
ま
れ
の
人
の
お
誕
生
日
を
お

祝
い
し
、
歌
遊
び
や「
は
な
さ
か
じ
じ
い
」の
音
楽
朗
読
等
を

楽
し
ん
だ
後
、
み
ん
な
で
一
緒
に
、
大
き
な
広
幅
用
紙
に
折

り
紙
や
子
ど
も
た
ち
の
手
形
ス
タ
ン
プ
で
壁
紙
製
作
を
し
ま

し
た
。

　

か
わ
い
ら
し
い
手
の
ス
タ
ン
プ
に
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
、
会
話

も
弾
み
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

お
手
玉
や
コ
マ
回
し
、
紙
風
船
等
、
昔
の
遊
び
を
子
ど
も

た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
お
母
さ
ん
た
ち
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　

思
い
が
け
な
い
手
作
り
の
お
手
玉
の
お
土
産
も
あ
り
、
親

子
遊
び
の
一
つ
と
し
て
活
躍
し
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
出
水
の
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
よ

う
に
、
地
域
全
体
で
子
育
て
家
族
の
応
援
・
見
守
り
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

躍
動
す
る
19
歳

サ
ッ
カ
ー
Ｕ
19
日
本
代
表

　本市出身の大迫敬介選手（サンフレッチェ広島）が
日本代表に選出され、ＡＦＣＵ-19選手権インドネ
シア2018（10月18日～11月４日）に出場しました。
　２大会連続２度目の大会制覇を目指した日本代表
は、善戦及ばず準決勝でサウジアラビアに敗れ大会
を終えましたが、Ｕ-20Ｗ杯ポーランド2019の出場
権を獲得。今後のさらなる活躍が期待されます。
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　10月22日、市文化会館で航空自衛隊西部航空音楽
隊による演奏会が開催されました。
　本市での開催は10年ぶりとあって、市内外から約
750人の方が来場しました。
　大人から子どもまで幅広い世代が楽しめる演奏内
容に会場は大いに盛り上がり、盛況のうちにフィ
ナーレを迎えました。

圧
巻
の
演
奏

航
空
自
衛
隊
西
部
航
空
音
楽
隊　南九州西回り自動車道建設促進期成会（椎木伸一

会長）では、10月30日に南九州西回り自動車道の現
場見学会を開催しました。
　沿線の住民など55人が参加し、国土交通省九州地
方整備局八代河川国道事務所職員の案内で、小田代
トンネル（水俣）や本年度開通予定の水俣ICなどの
工事現場を見学しました。参加者からは「全線開通
が待ち遠しい。」との声があがっていました。

工
事
現
場
を
見
学

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道

　往年の名車やバイクが集う「第31回西日本オール
ドカーフェスティバル」が、11月３日、野田運動場
で開催されました。
　晴天に恵まれた会場には大勢の見物客が訪れ、県
内外からエントリーした車やバイク、発動機など
200台以上の展示があり、見物客らは古き良き時代
に想いをはせながら、名車を見学していました。

往
年
の
名
車
が
並
ぶ

オ
ー
ル
ド
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　10月20日、県相撲連盟出水支部（濵清吾会長）主催
の第13回出水地区ちびっこ相撲大会が、市武道館で
開催されました。同大会は、相撲を通じて礼儀作法
の習得と健全な青少年の育成を目的に行っていて、
出水地区の小・中学校から18校162人の子どもたち
が出場しました。参加した子どもたちは、団体戦と
個人戦で力いっぱい相撲を取りました。

ハ
ッ
ケ
ヨ
イ
、ノ
コ
ッ
タ
！

出
水
地
区
ち
び
っ
こ
相
撲
大
会

　

10
月
27
日
・
28
日
に
野
田

地
域
文
化
祭
、
11
月
３
日
・

４
日
に
出
水
地
域
文
化
祭
、

11
月
10
日
・
11
日
に
高
尾
野

地
域
文
化
祭
が
各
地
域
の
体

育
館
等
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

展
示
作
品
の
出
展
、
お

茶
・
芸
能
の
発
表
が
あ
り
、

素
晴
ら
し
い
作
品
や
熱
の
こ

も
っ
た
演
技
を
目
の
当
た
り

に
し
、
芸
術
・
文
化
に
触
れ

る
最
高
の
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

各
地
域
で
文
化
祭
～
芸
術
の
秋
～

出
水・高
尾
野・野
田
文
化
祭
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【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部企画政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は約21,000部で市内のほぼ全世帯に配
布されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用く
ださい‼

友 愛
内科・消化器科・往診

クリニック
・自由診療／美容

℡:
月～木 土曜日はお問合せ下さい
午前 午後
定 休 日 ： 金 日 祝 日
出水市高尾野町大久保

 
カトリック女子校
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【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部企画政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は約21,000部で市内のほぼ全世帯に配
布されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用く
ださい‼

広告規格
　○基本広告　フルカラー・タテ 54㍉×ヨコ 87㍉　
　○拡大広告　フルカラー・タテ 54㍉×ヨコ 178㍉
広告料
　○基本広告　15,000 円（税込み）
　○拡大広告　30,000 円（税込み）
掲載単位
　○広報いずみ発行１回ごと
　○複数回にわたる掲載も可能です。
※詳しくは、上記申し込み・問い合わせ先にお問い合
　わせいただくか、市ホームページをご覧ください。
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（
新
生
児
）（
保
護
者
）〈
敬
称
略
〉

奈な
ら
ざ
き

良
﨑　

ら

ん
（
奨
・
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々
）
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10
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１
日
～
10
月
31
日
届
け
出
分
）
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ナ

ル
89

名
古
東

福

永

ふ

ち
92

中

里

薗

畠

榮

光
90
下
高
尾
野
下

中

園　

ミ
ツ
子
73

六
月
田
中

堀

田　

キ
ミ
子
83

上
水
流

新

村

金

藏
85

上
冷
筋

中

村　

ヨ
シ
子
87

下
餅
井

山

田

行

枝
78

西
下
り
松

竹

崎　

茂
88

千
間
山

児

島

正

孝
84

大

和

三

村

富

清
80

豊

原

東

新　

ト
ミ
子
90

中

郡

高

橋

義

行
91

清

水

瀬
戸
口　

浩
91

名
古
中

宮

下

愛

子
84

向

江

福

山　

ア
ツ
子
87
東
大
野
原（
出
水
）

岩

﨑

末

雄
63

内
野
々
上

椎

木

親

雄
89

西
下
り
松

（
10
月
１
日
～
10
月
31
日
届
け
出
分
）

香
典
返
し
寄
付　

 〈
敬
称
略
〉

上

迫
　

保
（
上
水
流
）

新

堀

康

子
（
上
沖
田
）

上

松
　

繁
（
横

尾
）

遠

屋

良

昭
（
江
川
野
）

山

門　

サ
チ
子
（
本

町
）

大

堂

斉

伴
（
鹿
児
島
市
）

東

郷

幸

雄
（
愛
知
県
）

山

下　

美
千
代
（

段

）

山

元

長

則
（
芭

蕉
）

福

島

芳

孝
（
平
松
西
）

末

吉

和

樹
（
下
高
尾
野
下
）

田

畑

千

歳
（
上
村
西
）

下

野

和

徳
（
朝

熊
）

黒

添

輝

男
（
平
松
西
）

金

子

順

藏
（
櫓

木
）

竹

林　

美
代
子
（
春
日
町
）

石

澤　

ミ
ネ
子
（
籠
土
山
）

楠

元
　

勲
（
小

松
）

渕

上
　

誠
（
兵
庫
県
）

池

松

喜

和
（
鹿
児
島
市
）

小

村　

ノ
ブ
子
（
沖

田
）

枦

山

秀

喜
（
鹿
児
島
市
）

岩

元
　

正
（
八

幡
）

土

井
　

篤
（
春
日
町
）

植

木

実

男
（
上
山
崎
）

福

永　

あ
や
か
（
神
奈
川
県
）

外

園　

シ
ズ
コ
（
諏
訪
馬
場
）

平

屋

正

次
（
名
古
東
）

薗

畠　

ミ
ツ
エ
（
下
高
尾
野
下
）

有

銘

警

子
（
沖
縄
県
）

永

池

清

隆
（
表

上
）

宇

德

貞

子
（
宇
都
野
々
）

堀

田

保

子
（
上
水
流
）

新

村

芳

味
（
上
冷
筋
）

竹

崎

和

枝
（
千
間
山
）

山

田

行

成
（
西
下
り
松
）

三

村

郁

子
（
豊

原
）

児

島

吉

子
（
大

和
）

瀬
戸
口
　

忠
（
福
岡
県
）

高

橋

三

ヱ
（
清

水
）

田

口

優

子
（
別

府
）

福

山

市

正
（
東
大
野
原
）

冨

吉　

セ
ツ
子
（
大

和
）

一
般
寄
付

片　

岡　
　
　

正
（
中
塩
屋
）

＝
以
上
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝

お
誕
生
、
ご
め
い
福
、
ご
寄
付
欄
へ

の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
届
け

出
の
際
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
く
か
、

本
庁
企
画
政
策
課（
☎
�
４
１
２
０
）

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時〜午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時〜正午）午後も受け付ける場合がありますので、直接お問い合わせください。

12　　　　　月
日 医　療　機　関　名

２日（日）

［当］ 東医院 整形外科 六月田中 ☎67－1861
［当・児］ 二宮医院 内・小児科 栄町 ☎62－0167
［当］ 山田クリニック 内・外科 阿久根市 ☎72－0420
［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88－6405

９日（日）

［当］ 野田診療所 内科 仮屋 ☎84－2023
［当］ 平田整形外科クリニック 整外科 西町 ☎62－8801
［当］ 北国医院 外・整外科 阿久根市 ☎72－0016
［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86－0054
［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎67－1611

16日（日）

［当］ 三慶医院 循環器・内科 井上 ☎63－2333
［当］ おかだクリニック 内・消化・放射線科 春日町 ☎63－7011
［当］ 脇本病院 精神・内科 阿久根市 ☎75－2121
［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88－2595
［児］ こどもクリニック永松 鹿島 ☎64－1500

23日（日）

［当］ せき耳鼻咽喉科クリニック 耳鼻咽喉科 東大野原 ☎64－1187
［当］ 林泌尿器科クリニック 泌尿器・内科 早馬 ☎64－8800
［当］ 林胃腸科外科 内・外科 阿久根市 ☎73－3639
［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86－0054
［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎67－1611

24日（月）

［当］ さくら通りクリニック 脳神外・脳神内科 千本付 ☎62－2311
［当］ わかすぎ皮フ科クリニック 皮膚科 表郷東 ☎64－1313
［当］ 植村整形外科 整外科 阿久根市 ☎72－1041
［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88－6405

29日（土）
［当］ 脇本病院 精神・内科 阿久根市 ☎75－2121
［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86－0054

30日（日）

［当］ つかさとクリニック 内・神経内科 今釜西 ☎67－5560
［当］ 吉田耳鼻咽喉科医院 耳鼻咽喉科 栄町 ☎62－0170
［当］ いまむらクリニック 泌尿器・内科 阿久根市 ☎73－1700
［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88－2595
［児］ 二宮医院 栄町 ☎62－0167

31日（月）

［当］ 高尾野診療所 内・外科 上の原（高尾野） ☎82－0017
［当］ 楠元内科医院 内科 千本付 ☎62－8600
［当］ 北国医院 外・整外科 阿久根市 ☎72－0016
［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86－0054
［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎67－1611

※夜間の急患（内科・小児科）、夜間一次救急診療所（野田診療所内）（☎ 84 − 2023）午後 7 時〜同 11 時
・来院の際は、来院される前に必ず電話で症状をお知らせください。
※おおむね 15 歳未満の子どもの夜間電話相談「鹿児島県小児救急電話相談」
　（☎♯ 8000 または☎ 099 − 254 − 1186）平日・土曜日（午後７時〜翌午前８時）日曜・祝日（24 時間）
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休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局
12月24日

児 島 歯 科 医 院 歯科 ☎86−1266 長 島 町
さ く ら ん ぼ 薬 局 ☎68−7000 千 本 付
オ レ ン ジ 薬 局 ☎79−3972 表 郷 東

12月30日
久 木 田 歯 科 医 院 歯科 ☎73−0470 阿久根市
いまがま調剤薬局 ☎65−7550 今 釜 西
クレイン調剤薬局 ☎63−4300 栄 町

12月31日
楠元内科医院（歯科） 歯科 ☎79−3351 鹿 島
高 尾 野 会 営 薬 局 ☎64−2110 上 の 原
ポ ポ ロ 薬 局 ☎63−4630 千 本 付
会 営 薬 局 ☆ ☎64−8280 早 馬

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田・荘地域

工事事業者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降
12月１日～２日 たかさご水道 ☎67−4400

携帯電話
（090−7397−7898）

野 村 電 設 ☎82−3637

携帯電話
（090−7154−7490）

12月３日～９日 日之出建設工業 ☎63−3388 ア タ ッ ク ス ☎82−0044
12月10日～16日 職 建 ☎62−1409 釜 崎 水 道 ☎82−0249
12月17日～23日 あかつき電化 ☎62−0650 桑野水道設備 ☎82−4385
12月24日～28日 三 和 住 設 ☎62−5114 中 畠 組 ☎82−0437

12月29日 司 工 業 ☎63−7485 川 窪 建 設 ☎82−0376
12月30日 岩 﨑 電 設 ☎62−1414 軸薗設備工業 ☎82−0889
12月31日 ヤマサキ電機産業 ☎62−3400 柏 木 産 業 ☎82−1474

火の元には十分注意しましょう！
出水市消防本部管内の火災・救急状況（2018年10月１日～同10月31日）

火　　　　　　災 救　　　　　　急
発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病

出　　水 １件（−１） １件（−１） ０人（±０） ０人（±０） 183件（−５） 112人（＋９）

2018年の累計 ７件（−６） ７件（−６） ０人（−１） ０人（±０） 1,913件（＋82） 1,195人（＋190）

※（　）内の数字は前年同月比

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

12 月の主な行事

12月２日
橋 口 歯 科 医 院 歯科 ☎63−2330 八幡（出水）
スマイル薬局出水店 ☎67−2055 六月田下

12月９日
スマイル歯科医院 歯科 ☎75−3300 阿久根市
野 田 調 剤 薬 局 ☎84−2856 仮 屋
ひ ま わ り 薬 局 ☎62−6070 桜 町
そ う ご う 薬 局 ☆ ☎64−8161 早 馬

12月16日
はしぐち歯科クリニック 歯科 ☎62−8241 茶 円 堀
タ カ ラ 調 剤 薬 局 ☎62−8813 渡 瀬 口
か し ま 薬 局 ☆ ☎63−3970 鹿 島

12月23日
白 男 川 歯 科 医 院 歯科 ☎63−0009 向 江
メ ー プ ル 薬 局 ☎62−9292 東大野原
マリン薬局米ノ津店 ☎67−5002 早 馬
会 営 薬 局 ☆ ☎64−8280 早 馬

２日（日）▶野田郷むらまつり（午前９時30分・野田農産加工施設周辺等）

９日（日）▶出水音楽祭2018（午後１時・市文化会館）

16日（日）▶冬の自然まつり（午前９時・市青年の家）

28日（金）▶あったか歳末特産品まつり（午前９時・高尾野きらめきドーム）

※歯科医院診療時間　午前９時〜正午
☆小児科当番薬局　　午前 10 時〜正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
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149
　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
で
は
、
毎
回
違
っ
た
実

験
や
工
作
を
行
う『
サ
ン
デ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
』

を
開
催
し
て
い
ま
す
。（
年
６
回
×
月
２
回
、

日
曜
日
、
午
後
２
時
～
同
３
時
、
要
予
約
）。

　

10
月
21
日
と
28
日
は
、「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
」
を
作
成
し
、
盛
況
で
し

た
。

　

思
い
思
い
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
作
品
は
、

ど
れ
も
目
を
引
く
も
の
ば
か
り
。
難
し
い
作

業
も
自
分
で
挑
戦
し
て
み
た
り
、
兄
弟
、
保

護
者
と
協
力
し
て
作
り
上
げ
た
り
と
、
参
加

者
は
、
時
間
い
っ
ぱ
い
、

楽
し
み
学
ん
で
い
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
体
験
や

実
践
を
通
し
、
疑
問
を

抱
い
た
り
、
生
活
に
工

夫
を
も
た
ら
す
講
座
を

こ
れ
か
ら
も
計
画
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

「
サ
ン
デ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
」

『今月の問題』
クリスマスによく飾られる

「ポインセチア」の和名は何で
しょうか？
Ａ　イカリソウ
Ｂ　アカザカズラ
Ｃ　ショウジョウボク

先月号のクイズと答え
出水には１万羽以上のツルが渡来
してきますが、何年から連続で
１万羽を越えているでしょうか？
Ａ　1991（平成３）年
Ｂ　1997（平成９）年
Ｃ　2003（平成 15）年
答えはＢ　1997（平成９）年でした。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

11
月
６
日
、
福
ノ
江
お
よ
び
潟
・

古
浜
で
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
ノ
リ
養
殖

の
ス
タ
ー
ト
を
告
げ
る
、
種
網
の
張

り
込
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
水
の
ノ
リ
養
殖
は
、
昭
和
25
年

頃
か
ら
始
め
ら
れ
、
現
在
で
は
県
内

で
唯
一
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

遠
浅
の
利
点
を
生
か
し
た
酸
処
理

を
し
な
い
養
殖
方
法
で
、
自
然
の
ま

ま
で
育
て
て
い
る
た
め
、
ノ
リ
本
来

の
味
と
香
り
が
損
な
わ
れ
な
い
と
の

こ
と
。

　

順
調
に
育
て
ば
、
12
月
20
日
ご
ろ

か
ら
収
穫
と
な
り
ま
す
。

　パティスリーモンブランが「2018 かごし
まの新特産品コンクール」で「県観光連盟会
長賞」を受賞しました。受賞した「桜島ロシ
ェ」は、先日「第 11 回県新作観光土産品コ
ンクール」でも奨励賞を受賞しており、今回
栄えある２度目の受賞となりました。

ン
）
か
ら
、
友
好
の
象
徴

と
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で

す
。

　

関
係
者
が
一
斉
に
点
灯

ス
イ
ッ
チ
を
押
し
、
全
長

15
㍍
、
高
さ
６
㍍
の
巨
大

竜
が
色
鮮
や
か
な
光
を
放

つ
と
、
訪
れ
た
見
物
客
は

そ
の
迫
力
と
美
し
さ
に
感

嘆
し
て
い
ま
し
た
。

　行政相談委員として、長年にわたり住民の
行政に関する相談等の解決に尽力された功績
に対して総務大臣から表彰された、滝本俊治
さん（写真中央）。

「
出
水
の
ノ
リ
」
養
殖
ス
タ
ー
ト

色
鮮
や
か
な
巨
大
竜
、
現
る
！

　

11
月
１
日
、広
瀬
河
川
敷
広
場
で「
２
０
１
８

い
ず
み
マ
チ
・
テ
ラ
ス
～
竹
灯
籠
で
つ
な
ぐ
光

の
祭
典
～
」
の
目
玉
の
１
つ
、
巨
大
ラ
ン
タ
ン

の
点
灯
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

巨
大
ラ
ン
タ
ン
は
、
本
市
と
姉
妹
都
市
の
盟

約
を
結
ぶ
台
湾
南
投
県
埔
里
鎮
（
プ
ー
リ
ー
チ


